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班
孟
堅
の
忠
臣

―
顏
師
古
『
漢
書
』
注
に
み
る
「
史
」
の
「
經
」
へ
の
回
帰

―

渡
邉　

義
浩

は
じ
め
に

　

後
漢
の
班
固
が
著
し
た
『
漢
書
』
に
注
を
つ
け
た
唐
の
顏
師
古
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
に
注
を
つ
け
た
西
晉
の
杜
預
が
左
丘
明
の
そ
れ

で
あ
る
よ
う
に
、「
班
孟
堅
（
班
固
）
の
忠
臣
」
で
あ
る
と
評
さ
れ
た（
１

）。
顏
師
古
注
に
関
す
る
研
究
の
中
で（
２

）、
最
も
依
拠
す
べ
き
吉
川
忠

夫
「
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
」
は
、
北
學
と
南
學
と
の
対
立
を
視
座
に
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
の
特
徴
を
顏
氏
の
家
學
の
継
承
、
漢
魏

の
舊
注
の
評
価
、
南
朝
漢
書
學
（
南
學
）
へ
の
批
判
、
本
文
の
厳
格
な
校
勘
、『
漢
書
』
内
で
の
内
容
解
釈
に
求
め
て
い
る（
３

）。

　

そ
も
そ
も
班
固
の
『
漢
書
』
は
、『
尙
書
』
を
継
承
し
て
漢
の
「
典
・
謨
」
を
「
述
」
べ
た
も
の
で
、「
史
」
を
「
經
」
に
組
み
込
む
こ

と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

４

）。『
漢
書
』
は
、
史
書
の
儒
敎
化
を
達
成
し
た
書
籍
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
注
は
、
經
學

の
方
法
論
に
依
拠
す
る
こ
と
が
本
来
的
に
は
相
応
し
い
。

　

本
稿
は
、
劉
宋
の
裴
松
之
の
と
き
に
、
經
學
と
は
異
な
る
学
問
の
方
法
論
を
確
立
し
て
「
經
」
か
ら
自
立
し
た
「
史
」
が（
５

）、
顏
師
古
に
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よ
り
「
經
」
へ
と
回
帰
し
て
い
く
こ
と
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
異
聞
尊
重
へ
の
批
判

　

顏
師
古
は
、
貞
觀
十
五
（
六
四
一
）
年
、『
漢
書
』
一
百
卷
の
注
釈
を
完
成
し
た
。
顏
師
古
が
著
し
た
「
漢
書
敍
例
」
に
よ
れ
ば
、
そ

の
編
纂
は
太
宗
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
李
承
乾
の
命
に
よ
る
と
い
う
。

①
儲
君 

上
哲
の
姿
を
體
し
、
守
器
の
重
を
膺
し
、
三
善
を
俯
降
し
て
、
九
流
を
博
綜
す
。
②
炎
漢
の
餘
風
を
觀
て
、
其
の
終
始
を
究
め
、

孟
堅
の
述
作
を
懿ほ

め
、
其
の
宏
贍
を
嘉
す
。
以
爲
へ
ら
く
、
③
服
・
應
の
曩
說
は
、
疏
紊　
尙
ほ
多
く
、
蘇
・
晉
ら
衆
家
は
、
剖
斷 

蓋な

ほ
尠す
く
なし
。
蔡
氏
の
纂
集
は
、
尤
も
牴
牾
爲
り
。
茲こ

れ
よ
り
以
降
は
、
云
〻
す
る
有
る
に
足
る
こ
と
蔑な

し
と
。
前
代
の
未
周
を
悵う
ら

み
、

將
來
の
多
惑
を
愍
み
、
幽
仄
を
顧
召
し
、
芻
蕘
を
竭つ

く
さ
し
め
、
睽
違
を
匡
正
し
、
鬱
滯
を
激
揚
せ
ん
と
す
。
將
に
以
て
冑
齒
を
博

喩
し
、
遠
く
邦
國
に
覃お
よ

ぼ
し
、
弘
く
錦
帶
に
敷
き
、
靑
衿
を
啟
導
せ
ん
と
す
。
曲
げ
て
宏
規
を
稟
け
、
備つ
つ
しみ
て
嘉
惠
を
蒙
り
、
榮
を

增
し
觀
を
改
め
、
價
を
重
ね
聲
を
流
す
。
斗
筲
の
材
、
徒
ら
に
罄
力
を
思
ひ
、
駑
蹇
の
足
、
終
に
遠
致
を
慙
づ
。
④
歲
は
重
光
に
在
り
、

律
は
大
呂
に
中あ

た
り
、
是
れ
謂
は
ゆ
る
涂
月
、
其
の
書　
始
め
て
就な

る
。
狂
簡
を
恥
ぢ
ず
、
輒
ち
用も
っ

て
上
聞
し
、
⑤
粗
あ
ら
指
例
を

陳
ぶ
る
に
、
揚
搉
を
存
す
る
を
式も

っ

て
す（
６

）。

　

顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
を
考
察
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
が
①
「
儲
君
」、
す
な
わ
ち
時
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
李
承
乾
の
命
に

よ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ほ
ぼ
勅
撰
に
近
い
、
公
的
な
『
漢
書
』
の
注
釈
書
と
し
て
、
顏
師
古
『
漢
書
』
注
は
成
っ
た
。
こ
こ
に
、

皇
帝
を
唯
一
至
尊
と
す
べ
き
使
命
と
、
皇
帝
権
力
を
正
統
化
す
る
儒
敎
の
尊
重
が
前
提
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
皇
太
子
が
②
「
炎
漢
の
餘
風
」
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を
見
て
そ
の
「
終
始
」
を
究
め
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
火
德
の
隋
は
も
と
よ
り
、
唐
も
ま
た
、
自
ら
に
先
行
す
る
統
一
国
家
の
漢
を
「
古

典
中
國
」
と
し
て
尊
重
し
た（
７

）。『
後
漢
書
』
も
ま
た
、
高
宗
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
李
賢
が
注
を
付
け
て
い
る
よ
う
に（
８

）、
漢
は
唐
に
と
っ
て

模
範
と
す
べ
き
「
古
典
中
國
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
は
、
皇
帝
を
至
尊
と
す
る
「
古
典
中
國
」
が
前
漢
に

成
立
し
た
こ
と
を
規
範
と
し
て
示
す
必
要
が
あ
り
、
そ
し
て
班
固
の
『
漢
書
』
は
本
来
、
そ
の
た
め
に
著
さ
れ
た
書
で
あ
っ
た
（
注
（
４

）

所
掲
渡
邉
論
文
）。
顏
師
古
が
、『
三
國
志
』
を
史
料
批
判
に
よ
り
相
対
化
す
る
裴
松
之
の
よ
う
な
注
で
は
な
く
、「
班
孟
堅
の
忠
臣
」
と

し
て
、
す
な
わ
ち
『
漢
書
』
の
本
文
を
經
文
の
よ
う
に
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
、
注
を
付
け
た
理
由
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
『
漢
書
』
に
は
、
先
行
し
て
注
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
③
「
服
・
應
」
す
な
わ
ち
服
虔
と
應
劭
は
疎
漏
紊
乱
が
目

立
ち
、「
蘇
・
晉
」
す
な
わ
ち
蘇
林
と
晉
灼
は
問
題
の
解
決
が
少
な
い
。
そ
し
て
、
顏
師
古
注
以
前
に
最
も
通
行
し
て
い
た
「
蔡
氏
の
纂
集
」

す
な
わ
ち
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
は
、
と
り
わ
け
矛
盾
を
来
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
も
の
は
取
り
立
て
て
云
々
す
る
に
足
り
な
い
と
い

う
。
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
は
、
こ
れ
ら
先
行
す
る
諸
注
の
う
ち
、
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
を
最
も
乗
り
越
え
る
べ
き
対
象
と
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
へ
の
批
判
は
、
こ
の
の
ち
再
度
行
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
顏
師
古
は
、
自
ら
の
才
能
と
そ
の
注
を
謙
遜
し
な
が
ら
も
、
④
「
重
光
」
の
年
の
「
涂
月
」、
す
な
わ
ち
「
辛
」
の
貞
觀
十

五
（
六
四
一
）
年
十
二
月
に
『
漢
書
』
注
が
完
成
し
た
こ
と
を
上
聞
す
る
と
共
に
、
以
下
に
⑤
「
指
例
」（
凡
例
）
を
「
揚
搉
」（
事
例
）

に
よ
っ
て
示
し
た
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
凡
例
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
杜
預
の
「
春
秋
釋
例
」
の
影
響
で
あ
ろ

う（
９

）。
後
述
の
よ
う
に
、
顏
師
古
は
杜
預
の
『
春
秋
左
氏
傳
』
へ
の
注
釈
態
度
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
杜
預
が
左
丘
明
の
忠
臣
で
あ
っ
た

こ
と
に
範
を
求
め
な
が
ら
、
顏
師
古
は
班
固
の
忠
臣
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
漢
書
敍
例
」
は
、
続
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
注
釈
の
特
徴
を
事
例
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
、
と
り
わ
け
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
を
批
判
し
て
い
く
。



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
七
十
二
册

― 4―

漢
書
に
舊も
と

注
解
無
し
。
唯
だ
服
虔
・
應
劭
ら
、
各
〻
音
義
を
爲
り
、
自
づ
か
ら
別
に
施
行
せ
ら
る
。
典
午
の
中
朝
に
至
り
、
①
爰こ
こ

に

晉
灼
有
り
、
集
め
て
一
部
を
爲
り
、
凡
そ
十
四
卷
。
又　
頗
る
意
を
以
て
增
益
し
、
時
に
前
人
の
當
否
を
辯
ず
。
號
し
て
漢
書
集
注

と
曰
ふ
。
永
嘉
の
喪
亂
に
屬お
よ

び
、
金
行 

播
遷
す
る
に
、
此
の
書 

存
す
と
雖
も
、
江
左
に
至
ら
ず
。
是
を
以
て
爰こ

れ
東
晉
よ
り
梁
・

陳
に
迄い
た

る
ま
で
、
南
方
の
學
者
は
、
皆 

之
を
見
ず
。
②
臣
瓚
な
る
者
有
り
、
氏
族
を
知
る
こ
と
莫
し
。
其
の
時
代
を
考
ふ
る
に
、
亦

た
晉
初
に
在
ら
ん
。
又　
諸
家
の
音
義
を
總
集
し
、
稍
〻
己
の
所
見
を
以
て
、
其
の
末
に
續
廁
し
、
前
說
を
擧
駮
す
。
喜こ
の

み
て
竹
書

を
引
き
、
自
ら
甄
明
せ
り
と
謂
ひ
し
も
、
差
爽
無
く
ん
ば
非
ず
。
凡
そ
二
十
四
卷
、
分
ち
て
兩
帙
と
爲
す
。
今
の
集
解
音
義
は
、
則

ち
是
れ
其
の
書
な
り
。
而
る
に
後
人
の
見
る
者
、
臣
瓚
の
作
り
し
所
な
る
を
知
ら
ず
、
乃
ち
之
を
應
劭
ら
の
集
解
と
謂
ふ
。
王
氏
の

七
志
・
阮
氏
の
七
錄
、
並
び
に
題
し
て
然
り
と
云
ふ
は
、
斯
れ
審
ら
か
な
ら
ざ
る
の
み
。
學
者
は
又 

瓚
の
姓
を
斟
酌
し
、
安
施
に

附
著
し
、
或
い
は
傅
の
族
と
云
ふ
も
、
旣
に
明
文
無
く
、
未
だ
信
を
取
る
に
足
ら
ず
。
③
蔡
謨
は
臣
瓚
の
一
部
を
全
取
し
、
漢
書
に

散
入
す
。
此
れ
よ
り
以
來
、
始
め
て
注
本
有
り
。
但
だ
意
は
浮
き
功
は
淺
く
、
隱
括
を
加
へ
ず
、
屬
輯
は
乖
舛
し
、
錯
亂
は
實
に
多

し
。
或
い
は
乃
ち
本
文
を
離
析
し
、
其
の
辭
句
を
隔
て
、
穿
鑿
の
妄　
起
こ
る
は
、
職も
っ
ぱら
此
の
由
な
り
。
未
だ
注
せ
ざ
る
の
前
と
、

大
い
に
同
じ
か
ら
ず
。
謨
も
亦
た
兩
三
の
處
に
意
を
錯ま

じ
ふ
有
る
も
、
然
れ
ど
も
學
者
に
於
て
、
竟
に
弘
益
す
る
こ
と
無
し）

10
（

。

　

先
行
す
る
諸
注
の
中
で
、
顏
師
古
が
注
目
す
る
も
の
は
三
書
で
あ
る）

11
（

。

　

第
一
は
、
①
晉
灼
の
『
漢
書
集
注
』
で
あ
る
。
南
朝
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
西
晉
の
晉
灼
の
『
漢
書
集
注
』
を
顏
師
古
は
目
睹
し
、
そ

れ
を
自
ら
の
『
漢
書
』
注
に
生
か
し
て
い
る
。
注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
は
、
こ
こ
の
表
現
に
は
、
南
朝
の
漢
書
學
（
南
學
）
に
対
抗
し

よ
う
と
す
る
北
學
の
顏
師
古
の
自
負
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

第
二
は
、
②
臣
瓚
の
『
漢
書
集
解
音
義
』
で
あ
る
。
顏
師
古
は
、
こ
の
本
の
特
徴
と
し
て
、「
喜こ
の

み
て
竹
書
を
引
」
く
こ
と
を
挙
げ
る
。
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「
汲
冢
竹
書
」
の
発
見
は
、
西
晉
武
帝
の
咸
寧
五
（
二
七
九
）
年
か
ら
太
康
二
（
二
八
一
）
年
ま
で
の
間
と
さ
れ
て
お
り）

12
（

、
姓
が
不
明
の

臣
瓚
は
西
晉
の
人
で
あ
る）

13
（

。「
汲
冢
竹
書
（
竹
書
紀
年
）」
は
、
編
年
體
で
書
か
れ
て
お
り
、
杜
預
が
『
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
』
の
後
序
で

『
春
秋
左
氏
傳
』
の
優
位
性
を
そ
こ
に
求
め
た
よ
う
に
、
当
該
時
代
の
史
學
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た）

14
（

。
顏
師
古
は
、
し
か
し
、「
自
ら
甄

明
せ
り
と
謂
ひ
し
も
、
差
爽
無
く
ん
ば
非
ず
」
と
、
臣
瓚
が
「
竹
書
紀
年
」
を
用
い
て
『
漢
書
』
を
解
釈
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る）

15
（

。

そ
れ
は
、
顏
師
古
が
『
漢
書
』
の
内
容
は
、『
漢
書
』
の
中
で
解
釈
す
べ
き
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
『
漢
書
』
以
外
の
書
籍
か

ら
異
聞
を
引
用
す
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
明
瞭
に
指
摘
す
る
も
の
が
、
第
三
の
③
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
は
、
そ
れ
以

前
の
『
漢
書
』
注
が
す
べ
て
單
注
本
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
注
を
本
文
の
中
に
組
み
入
れ
る
「
注
本
」
を
初
め
て
実
現
し
た
画
期
的

な
本
と
し
て
通
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
顏
師
古
は
、『
漢
書
集
解
』
は
臣
瓚
の
注
す
べ
て
を
取
り
、「
漢
書
に
散
入
」
し
た
も
の
に
過
ぎ

ず
、
そ
の
際
に
慎
重
な
点
検
を
加
え
な
か
っ
た
た
め
、
編
纂
は
破
綻
し
、
錯
乱
が
多
く
、「
本
文
を
離
析
し
、
其
の
辭
句
を
隔
て
」
た
た

め
に
、
意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
「
穿
鑿
の
妄
」
説
を
起
こ
し
て
い
る
と
手
厳
し
い
。
さ
ら
に
、
蔡
謨
が
加
え
た
部
分
は
「
兩
三
の
處
」

に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
れ
は
「
學
者
に
於
て
竟
に
弘
益
す
る
こ
と
無
」
い
も
の
で
あ
る
、
と
全
面
的
に
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
を
否
定
す

る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
行
の
『
漢
書
』
顏
師
古
注
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
顏
師
古
の
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
へ
の
全
面
的
な
否
定
に
は
、
党
派

に
基
づ
く
偏
向
を
認
め
得
る
。
注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
は
、
顏
師
古
注
が
蔡
謨
注
を
引
用
す
る
箇
所
と
し
て
三
つ
の
事
例
を
挙
げ
る
。

こ
れ
に
、『
漢
書
』
卷
二
十
八
上 

地
理
志 

濟
南
郡 

猇
侯
國
の
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
も
の
を
含
め
た
四
箇
所
が
、
蔡
謨
の
名
を
挙
げ
る

す
べ
て
の
事
例
で
あ
る
。
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﹇
本
文
﹈
猇
。﹇
班
固
自
注
﹈
侯
國
。
莽
は
利
成
と
曰
ふ
。﹇
顏
師
古
注
﹈
應
劭
曰
く
、「
音
は
箎
」
と
。
蘇
林
曰
く
、「
音
は
爻
。
今 

東
朝
陽
に
猇
亭
有
り
」
と
。
蔡
謨
は
「
音 

由
、
音 

鴞
」
と
。
師
古
曰
く
、「
蔡
の
音 

是
な
り
、
音
は
于
虬
の
反
」
と）

16
（

。

　

蔡
謨
の
引
用
の
仕
方
が
、
應
劭
・
蘇
林
と
異
な
る
の
で
分
か
り
づ
ら
い
が
、
顏
師
古
は
尊
重
す
る
舊
注
の
訓
詁
よ
り
も
、
蔡
謨
の
訓
詁

を
「
是
」
と
し
て
い
る
。
実
は
、
吉
川
が
引
用
す
る
三
例
の
う
ち
、
一
例
は
蔡
注
を
是
と
し
、
一
例
は
是
非
を
判
断
し
て
い
な
い
。
吉
川

は
蔡
注
を
否
定
し
て
い
る
残
り
の
一
例
に
注
目
を
促
す
の
で
あ
る
が
、
顏
師
古
が
名
を
挙
げ
て
引
用
す
る
蔡
謨
の
説
四
例
の
う
ち
、
二
例

は
是
と
さ
れ
、
否
定
さ
れ
る
の
は
一
例
の
み
な
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
の
注
の
位
置
の
ず
れ
に
起
因
す
る
問
題
な
ど

を
本
文
校
勘
の
際
に
解
決
し
て
い
る
た
め
、
蔡
謨
へ
の
批
判
の
す
べ
て
が
疑
わ
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
吉
川
が
蔡
謨
に
代
表
さ
れ

る
南
學
の
異
聞
を
批
判
し
た
事
例
と
し
て
掲
げ
る
「
漢
書
敍
例
」
の
次
の
文
章
が
、
蔡
謨
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
よ
う
に
、
顏
師
古
の
中

で
は
、
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
が
異
聞
を
集
め
る
南
學
を
代
表
す
る
、
と
言
い
切
る
こ
と
に
は
躊
躇
が
あ
り
、
そ
れ
で
も
、
自
ら
の
『
漢

書
』
注
の
特
徴
を
強
く
打
ち
出
す
た
め
に
、
通
行
本
で
あ
っ
た
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
を
必
要
以
上
に
貶
め
て
い
る
可
能
性
を
否
定
し
得

な
い
の
で
あ
る
。
異
聞
を
批
判
す
る
文
章
を
掲
げ
よ
う
。

近
代
の
史
に
注
す
る
も
の
は
、
競
ひ
て
該
博
を
爲
し
、
多
く
雜
說
を
引
き
、
本
文
を
攻
擊
す
。
言
辭
を
詆
訶
し
、
利
病
を
掎
摭
し
、

前
修
の
紕
僻
を
顯
ら
か
に
し
、
己
が
識
の
優
長
を
騁の

ぶ
る
有
る
に
至
る
。
乃
ち
矛
盾
の
仇
讐
を
效
し
、
殊
に
粉
澤
の
光
潤
を
乖
す
。

今 

之
に
注
解
す
る
に
、
舊
書
を
翼
贊
し
、
一
に
軌
轍
に
遵
ひ
、
歧
路
を
閉
絕
す）

17
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、「
多
く
雜
說
を
引
き
、
本
文
を
攻
擊
す
」
る
、
異
聞
を
引
用
す
る
者
と
し
て
蔡
謨
の
名
は
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
批
判

さ
れ
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
「
近
代
の
史
に
注
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
は
、
こ
う
し
た
「
雜
說
」
を
引
用
す

る
も
の
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
南
齊
の
陸
澄
『
漢
書
』
注
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、『
史
通
』
補
注
篇
に
、
陸
澄
『
漢
書
』
注
の
大
部
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分
が
『
史
記
』
の
引
用
で
あ
り
、
そ
れ
を
異
説
と
し
て
耳
目
を
ご
ま
か
し
て
い
る
、
と
あ
る
こ
と
を
論
拠
に）

18
（

、
顏
師
古
が
「
競
ひ
て
該
博

を
爲
」
す
と
喝
破
し
た
「
近
代
の
史
」
注
の
性
格
は
、
江
南
、
と
り
わ
け
齊
・
梁
時
代
の
精
神
的
風
土
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張

し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
同
じ
く
『
史
通
』
補
注
篇
は
、
陸
澄
を
含
め
た
こ
う
し
た
史
注
の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

次
に
好
事
の
子
、
異
聞
を
廣
め
ん
と
思
ふ
も
、
而
る
に
才
は
短
か
く
力
は
微
か
に
し
て
、
自
ら
逹
す
る
能
は
ず
、
驥
尾
に
憑
り
、
千

里
に
羣
を
絕
せ
ん
と
庶
ふ
も
の
有
り
。
遂か
く

て
乃
ち
衆
史
の
異
辭
を
掇ひ
ろ

ひ
、
前
書
の
所
闕
を
補
ふ
。
裴
松
之
の
三
國
志
、
陸
澄
・
劉
昭

の
兩
漢
書
、
劉
彤
の
晉
紀
、
劉
孝
標
の
世
說
の
若
き
類 

是
れ
な
り）

19
（

。

　

劉
知
幾
が
、「
驥
尾
に
憑
り
、
千
里
に
羣
を
絕
せ
ん
と
庶
ふ
」
た
め
に
異
聞
を
集
め
て
い
る
と
批
判
す
る
史
注
の
付
け
方
は
、
劉
宋
の

裴
松
之
『
三
國
志
注
』
に
始
ま
る
。
顏
師
古
が
批
判
し
た
異
聞
を
尊
重
す
る
「
近
代
の
史
に
注
す
る
も
の
」
は
、
東
晉
の
蔡
謨
で
も
陸
澄

『
漢
書
』
注
に
現
れ
た
齊
・
梁
時
代
の
精
神
的
風
土
で
も
な
く
、
劉
宋
の
裴
松
之
を
起
源
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

裴
松
之
は
、「
上
三
國
志
注
表
」
に
お
い
て
、
注
の
付
け
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

按
ず
る
に
、
三
國
は
年
を
歷
る
こ
と
遠
か
ら
ず
と
雖
も
、
而
も
事
は
漢
・
晉
に
關
は
り
、
首
尾
の
涉
る
所
は
、
百
載
に
出
入
す
。
注

記
は
紛
錯
し
て
、
每
に
舛
互
す
る
こ
と
多
し
。
其
れ
壽
の
載
せ
ざ
る
所
も
、
事 

宜
し
く
存
錄
す
べ
き
者
は
、
則
ち
畢
く
取
り
て
以

て
①
其
の
闕
を
補
は
ざ
る
は
罔
し
。
或
い
は
同
じ
く
一
事
を
說
く
も
、
而
も
辭
に
乖
雜
有
り
、
或
い
は
事
を
出
だ
す
に
異
に
本
づ
き
、

疑
ひ
判
ず
能
は
ざ
れ
ば
、
並
び
に
皆 

內
に
抄
し
て
以
て
②
異
聞
を
備
ふ
。
若
し
乃
ち
紕
繆 

顯
然
と
し
て
、
言 

理
に
附
せ
ざ
れ
ば
、

則
ち
違
に
隨
ひ
て
矯
正
し
以
て
③
其
の
妄
を
懲
ら
す
。
其
れ
時
事
の
當
否
、
及
び
壽
の
小
失
は
、
頗
る
愚
意
を
以
て
④
論
辯
す
る
所

有
り）

20
（

。
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裴
松
之
は
、
①
補
闕
・
②
備
異
・
③
懲
妄
・
④
論
辯
と
い
う
四
種
の
体
例
に
基
づ
き
『
三
國
志
』
に
注
を
付
け
た
。
①
補
闕
と
は
、
簡

略
と
称
さ
れ
る
陳
壽
の
『
三
國
志
』
の
記
事
を
補
う
も
の
で
、
多
く
の
異
聞
を
伝
え
る
史
書
が
裴
注
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
。
②
備
異
と
は
、

本
文
と
異
な
る
説
（
異
聞
）
を
引
く
こ
と
、
③
懲
妄
と
は
、
本
文
お
よ
び
引
用
史
料
の
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
で
あ
り
、
内
的
史
料
批
判

と
な
る
。
④
論
辯
は
、
史
実
と
史
書
へ
の
論
評
で
、
②
と
あ
わ
せ
た
外
的
史
料
批
判
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
裴
松
之
の
注
の
付
け
方
が
、

「
經
」
と
は
異
な
る
「
史
」
独
自
の
、
そ
の
結
果
本
文
の
価
値
を
相
対
化
す
る
方
法
論
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
現
存
す
る

劉
昭
の
『
續
漢
書
』
へ
の
注
、
劉
孝
標
の
『
世
說
新
語
』
へ
の
注
に
も
、
裴
松
之
と
同
様
の
方
法
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る）

21
（

。

注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
注
が
異
聞
を
集
め
る
社
会
背
景
と
し
て
、
齊
梁
の
士
大
夫
た
ち
が
、
奇
を
て
ら
い
、
他
人
の
意

表
を
つ
き
、
知
識
を
ひ
け
ら
か
す
こ
と
に
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
た
ご
と
く
に
感
ぜ
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
裴
松
之
に
と
っ
て
異

聞
の
収
集
は
、
史
料
批
判
の
前
提
と
な
る
重
要
な
「
史
」
の
方
法
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
顏
師
古
は
、
東
方
朔
傳
の
贊
で
班
固
が
、
後
世
の
好
事
家
が
世
間
の
奇
語
や
怪
語
を
取
っ
て
東
方
朔
に
仮
託
し
て
い

る
、
と
述
べ
る
部
分
に
注
を
つ
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

而
る
に
①
後
世
の
好
事
の
者
、
因
り
て
奇
言
・
怪
語
を
取
り
、
之
を
朔
に
附
著
す
。
故
に
焉
を
詳
錄
す
。﹇
師
古
曰
く
、「
言
ふ
こ
こ

ろ
は
此
の
傳 

朔
の
辭
語
を
詳
錄
す
る
所
以
の
者
は
、
俗
人 
多
く
奇
異
を
以
て
妄
り
に
朔
に
附
せ
ん
と
爲
す
が
故
な
る
の
み
。
②
傳

に
記
さ
ざ
る
所
、
皆　
其
の
實
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
而
る
に
③
今
の
漢
書
の
學
を
爲
す
者
、
猶
ほ
更
こ
と
さ
らに
他

書
の
雜
說
を
取
り
、
假い
つ
はり
て
東
方
朔
の
事
に
合
は
せ
て
、
以
て
異
聞
を
博
む
。
良ま
こ
とに
歎
く
可
し
。
他
は
皆 

此
れ
に
類
す
」
と）

22
（

。﹈。

　

顏
師
古
は
、
③
「
今
の
漢
書
の
學
」
が
む
や
み
に
「
他
書
の
雜
說
を
取
」
る
様
子
が
、「
東
方
朔
の
事
に
」
事
寄
せ
て
「
異
聞
を
博
」

め
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
、
と
批
判
す
る
。
こ
こ
で
も
、
批
判
さ
れ
る
も
の
は
「
今
の
漢
書
の
學
」
で
あ
り
、
蔡
謨
を
名
指
し
て
い
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な
い
こ
と
は
確
認
し
た
い
。
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
は
、
異
聞
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
顏
師
古
の
主
張
が
、
班
固
の
①
「
後
世

の
好
事
の
者
、
因
り
て
奇
言
・
怪
語
を
取
り
、
之
を
朔
に
附
著
す
」
と
い
う
見
解
を
②
「
其
の
實
に
非
ざ
る
」
こ
と
は
「
傳
に
記
」
す
べ

き
で
は
な
い
、
と
展
開
し
た
上
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
顏
師
古
は
、『
尙
書
』
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
班
固
の
「
經
」

の
方
法
論
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裴
松
之
よ
り
始
ま
る
「
史
」
の
方
法
論
で
あ
る
異
聞
の
重
視
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
顏
師
古
は
、
異
聞
を
収
集
し
、
内
・
外
的
史
料
批
判
に
よ
り
、
本
文
を
相
対
化
す
る
「
史
」
の
方
法
論
を
「
多
く
雜
說
を

引
き
、
本
文
を
攻
擊
す
」
る
も
の
と
批
判
し
た
。
顏
師
古
は
、『
漢
書
』
の
本
文
を
絶
対
視
し
、
班
固
の
經
學
的
な
方
法
論
に
回
帰
す
る

こ
と
で
、『
漢
書
』
の
内
容
を
『
漢
書
』
の
記
述
の
中
で
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る）

23
（

。
す
な
わ
ち
、
顏
師
古
の
「
近
代
の
史
」
へ
の

批
判
は
、
北
學
・
南
學
と
い
う
地
域
性
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
学
問
の
方
法
論
そ
の
も
の
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
。
蔡
謨
の
注
は
、

現
存
の
限
り
に
お
い
て
は）

24
（

、
裴
松
之
の
よ
う
に
異
聞
を
引
き
、
本
文
を
攻
撃
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蔡
謨
へ
の
批
判
は
、
通
行
本
に
取
っ

て
代
わ
る
た
め
の
顏
師
古
の
戦
略
で
あ
っ
た）

25
（

。
そ
れ
が
、
蔡
謨
が
江
南
の
東
晉
の
人
で
あ
る
た
め
に
、
江
南
の
学
全
般
へ
の
批
判
と
結
び

つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
批
判
を
党
派
的
な
偏
向
と
理
解
す
る
所
以
で
あ
る
。
顏
師
古
が
「
近
代
の
史
に
注
す
る
も
の
」
を
蔡
謨
に
比
定

し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
強
弁
を
自
ら
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
顏
師
古
が
尊
重
し
た
舊
注
は
、
本
文
を
絶

対
視
す
る
經
學
の
方
法
論
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、「
史
」
を
「
經
」
の
高
み
に

　

顏
師
古
は
、『
漢
書
』
の
本
文
を
絶
対
視
す
る
經
學
の
方
法
論
を
尊
重
し
た
。
そ
れ
は
、
舊
注
の
方
法
論
で
も
あ
る
。
本
来
的
に
『
尙
書
』
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を
継
承
す
る
『
漢
書
』
は
、
難
語
・
古
字
が
多
く
、
成
立
と
共
に
朝
廷
は
馬
融
に
命
じ
て
班
昭
か
ら
読
法
を
受
け
さ
せ
て
い
た）

26
（

。
そ
れ
が
、

經
學
と
同
じ
「
師
法
」
と
し
て
授
受
さ
れ
た
こ
と
は
、
孫
權
の
長
子
孫
登
が
、「
師
法
」
を
継
承
し
て
い
た
張
昭
か
ら
子
の
張
休
を
経
由

し
て
、
そ
れ
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と
か
ら
分
か
る）

27
（

。

　

し
た
が
っ
て
、『
漢
書
』
の
「
舊
注
」
は
、
經
學
の
注
と
同
じ
く
音
義
を
基
本
と
す
る
訓
詁
が
中
心
で
あ
っ
た
。
顏
師
古
は
、「
漢
書
敍

例
」
に
お
い
て
、
舊
注
を
採
用
す
る
際
の
五
つ
の
原
則
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

凡
そ
舊
注
の
是
な
る
者
は
、
則
ち
間
然
す
る
こ
と
無
く
、
①
具
さ
に
し
て
之
を
存
し
て
、
以
て
隱
さ
ざ
る
を
示
す
。
其
の
指
趣 

略
擧

せ
ら
れ
、
結
約
し
て
未
だ
伸
び
ざ
る
有
ら
ば
、
②
衍
し
て
之
を
通
じ
、
皆 

備
悉
せ
し
む
。
詭
文
・
僻
見
、
越
理
・
亂
眞
に
至
り
て
は
、

③
匡
し
て
之
を
矯た
だ

し
て
、
以
て
惑
蔽
を
祛さ

る
。
若
し
汎
說
な
る
も
當
に
非
ず
、
蕪
辭
も
て
競
ひ
て
逐
ひ
、
苟
く
も
異
端
を
出
し
、
徒

ら
に
煩
宂
を
爲
す
は
、
祗た

だ
篇
籍
を
穢
す
の
み
な
れ
ば
、
蓋
し
焉
を
④
取
る
こ
と
無
し
。
舊
の
闕
漏
せ
し
所
、
未
だ
嘗
て
解
說
せ
ざ

る
は
、
普あ
ま
ねく
更
め
て
⑤
詳
釋
し
、
洽
通
せ
ざ
る
は
無
し
。
上
さ
か
の
ぼり
て
は
典
謨
に
考
へ
、
旁
に
蒼
雅
を
究
め
、
苟
め
に
も
臆
說
す
る
こ
と

非
ず
、
皆 

援
據
有
り）

28
（

。

　

顏
師
古
が
、
舊
注
を
採
用
す
る
際
の
原
則
の
第
一
は
、
①
具
存
、
す
な
わ
ち
、
正
し
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
残
す
、
で
あ
る
。
漢
魏
の
舊

注
は
、
裴
松
之
が
「
史
」
を
自
立
さ
せ
る
以
前
に
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
經
學
に
対
す
る
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
訓
詁
の
學
に
基
づ
く
。

し
た
が
っ
て
、
顏
師
古
は
、
そ
の
訓
詁
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
残
す
形
を
取
っ
た
。
第
二
は
、
②
衍
通
、
す
な
わ
ち
解
釈
が

足
り
な
い
も
の
は
敷
衍
し
て
正
し
く
直
す
、
で
あ
る
。
舊
注
は
、
概
し
て
短
い
音
義
注
に
止
ま
る
箇
所
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
解
釈
が
十

分
で
な
く
、
意
味
が
通
じ
に
く
い
場
合
に
は
、
そ
の
意
を
補
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
顏
師
古
も
深
く
関
わ
っ
た
「
五
經
正
義
」
が
、

漢
魏
の
舊
注
に
義
疏
を
加
え
て
い
く
方
法
に
等
し
い）

29
（

。
②
衍
通
ば
か
り
で
な
く
、
④
無
取
を
除
く
舊
注
へ
の
態
度
は
、
經
學
の
義
疏
と
同



班
孟
堅
の
忠
臣

― 11 ―

様
の
方
法
論
で
あ
る
。
顏
師
古
は
裴
松
之
が
確
立
し
た
「
史
」
の
方
法
論
を
排
し
て
、「
經
」
の
方
法
論
に
基
づ
き
『
漢
書
』
に
注
を
付

け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
③
匡
矯
、
す
な
わ
ち
、
間
違
い
や
偏
っ
た
見
解
は
正
し
く
直
す
、
で
あ
る
。『
漢
書
』
は
難
解
で
知
ら
れ
る
た
め
、
舊
注
と

雖
も
そ
の
意
味
を
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
た
と
き
、
こ
れ
を
正
す
こ
と
も
「
經
」
の
義
疏
の
方
法
論
で
あ
る
。

第
四
は
、
④
無
取
、
す
な
わ
ち
、
蕪
辞
・
異
端
・
冗
長
な
注
は
削
る
、
で
あ
る
。
顏
師
古
は
、
舊
注
を
尊
重
し
て
、「
近
代
の
史
」
注
を

貶
め
、
北
學
を
尊
重
し
て
南
學
を
批
判
す
る
と
い
う
態
度
を
取
る
が
、
そ
の
根
底
は
「
史
」
の
方
法
論
を
破
棄
し
て
、「
經
」
の
方
法
論

に
回
帰
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
聞
に
も
等
し
い
蕪
雑
な
舊
注
は
、
削
除
の
対
象
と
な
る
。
第
五
は
、
⑤
詳
釋
、
す
な
わ
ち
、

欠
け
て
い
る
部
分
は
「
典
謨
」（
經
書
を
中
心
と
す
る
古
典
）
や
「
蒼
雅
」（
三
蒼
と
爾
雅
に
代
表
さ
れ
る
辞
書
）
か
ら
援
用
す
る
、
で
あ

る）
30
（

。
顏
師
古
は
『
漢
書
』
の
内
容
を
『
漢
書
』
に
よ
り
解
釈
す
る
こ
と
に
努
め
た
が
、
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
經
典
や
小
學
か
ら

援
用
す
る
。
裴
松
之
が
多
く
引
く
別
傳
や
志
怪
の
類
は
、
厳
し
く
批
判
し
て
、
そ
れ
を
注
に
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
顏
師
古
は
、
舊
注
を
利
用
す
る
際
に
、「
經
」
の
方
法
論
を
用
い
る
こ
と
で
、
裴
松
之
の
「
史
」
の
方
法
論
を
棄
て
「
經
」

に
回
帰
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
顏
師
古
は
『
漢
書
』
に
注
を
付
け
る
こ
と
で
「
經
」
を
補
完
し
よ
う
と
し
た
。『
漢
書
』
に
は
、
当
時
通
行
し
た
「
經
」
よ

り
も
古
い
經
文
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
て
あ
る
。

六
藝
は
殘
欠
し
、
全
文
を
覩
る
こ
と
莫
く
、
各
〻
自
ら
家
に
名
づ
け
、
鑣
を
揚
げ
路
を
分
つ
。
是
を
以
て
向
・
歆
・
班
・
馬
・
仲
舒
・

子
雲
の
引
く
所
の
諸
經
、
或
い
は
殊
異
有
り
、
近
代
の
儒
者
と
、
訓
義 
同
じ
か
ら
ざ
る
も
、
前
賢
を
追
駮
し
、
妄
り
に
瑕
纇
を
指
し
、

曲
げ
て
後
說
に
從
ひ
、
苟
く
も
扃
塗
に
會
す
可
か
ら
ず
。
今 

則
ち
各
〻
本
文
に
依
り
、
厥
の
指
を
敷
暢
し
、
考
練
せ
ず
ん
ば
非
ざ
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る
は
、
理
と
し
て
固
に
宜
し
く
然
る
べ
し）

31
（

。

　

漢
の
滅
亡
後
、
打
ち
続
く
戦
乱
の
中
で
、「
六
藝
は
殘
欠
し
」、
完
全
な
經
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
顏
師
古
は
、

劉
向
・
劉
歆
・
班
固
・
司
馬
遷
・
董
仲
舒
・
揚
雄
ら
が
引
用
す
る
經
書
が
、
時
に
違
い
の
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
の
で
あ
る）

32
（

。
こ
れ
ら
と

「
近
代
の
儒
者
」
と
の
解
釈
が
違
う
か
ら
と
い
っ
て
、
か
れ
ら
「
前
賢
」
を
批
判
し
「
後
說
」
に
こ
じ
つ
け
る
こ
と
は
良
く
な
い
。
い
ま
「
各

〻
本
文
に
依
り
、
厥
の
指
を
敷
暢
」
す
る
、
す
な
わ
ち
、
元
の
經
文
、
あ
る
い
は
解
釈
を
宣
揚
す
る
の
は
、「
理
と
し
て
」
そ
う
す
べ
き

な
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
顏
師
古
は
、『
漢
書
』
の
本
文
に
よ
り
、
乱
れ
た
經
文
を
正
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
つ
だ
け
例
を
挙

げ
よ
う
。
現
行
の
『
論
語
集
解
』
微
子
篇
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
師
の
摯
は
齊
に
適
き
、
亞
飯
の
干
は
楚
に
適
き
、
三
飯
の
繚
は
蔡
に
適
き
、
四
飯
の
缺
は
秦
に
適
く
。
鼓
の
方
叔
は
河
に
入
り
、

播
鼗
の
武
は
漢
に
入
り
、
少
師
の
陽
・
擊
磬
の
襄
は
海
に
入
る
。﹇
孔
曰
く
、「
魯
の
哀
公
の
時
、
禮
は
壞
れ
樂
は
崩
れ
、
樂
人 

皆 

去
る
」
と）

33
（

﹈。

　
『
論
語
』
の
本
文
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
樂
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
逃
げ
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
こ
の
国
で
、
な
ぜ

逃
げ
た
の
か
は
、
本
文
に
明
記
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
は
、
孔
安
國
の
説
を
引
き
、「
魯
の
哀
公
の
時
、
禮
は
壞
れ

樂
は
崩
れ
、
樂
人 

皆 

去
る
」
と
注
を
つ
け
、
こ
れ
が
魯
の
哀
公
の
時
に
、
禮
樂
が
崩
壊
し
て
樂
人
が
逃
げ
た
こ
と
を
指
す
、
と
解
釈
す

る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
顏
師
古
は
、『
漢
書
』
禮
樂
志
の
注
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
本
文
と
共
に
掲
げ
よ
う
。

故
に
書
の
序
に
、「
①
殷
の
紂　
先
祖
の
樂
を
斷
棄
し
、
乃
ち
淫
聲
を
作
り
て
、
用も
っ

て
正
聲
を
變
亂
し
て
、
以
て
婦
人
を
說よ
ろ
こば
す
」
と
。

﹇
師
古
曰
く
、「
②
今
文
の
周
書
泰
誓
の
辭
な
り
」
と
。
說
は
讀
み
て
悅
と
曰
ふ
。﹈。
③
樂
官
の
師
瞽
、
其
の
器
を
抱
き
て
犇
散
し
、



班
孟
堅
の
忠
臣

― 13 ―

或
い
は
諸
侯
に
適ゆ

き
、
或
い
は
河
海
に
入
る
。﹇
師
古
曰
く
、「
犇
は
、
古
の
奔
の
字
な
り
。
④
論
語
に
云
ふ
、「
大
師
の
摯
は
齊
に

適
き
、
亞
飯
の
干
は
楚
に
適
き
、
三
飯
の
繚
は
蔡
に
適
き
、
四
飯
の
缺
は
秦
に
適
く
。
鼓
の
方
叔
は
河
に
入
り
、
播
鼗
の
武
は
漢
に

入
り
、
少
師
の
陽
・
擊
磬
の
襄
は
海
に
入
る
」
と
。
此
の
志
の
云
ふ
所
及と

古
今
人
表
の
敘
ぶ
る
所
、
皆　
是
れ
を
謂
ふ
な
り
。
諸
侯

と
云
ふ
者は

、
追
ひ
て
其
の
地
を
繫
げ
、
時
に
當
た
り
て
已
に
國
の
名
有
る
と
爲
す
に
非
ず
。
而
る
に
論
語
を
說
く
者
、
乃
ち
以
て
魯

の
哀
公
の
時
と
爲
し
、
禮
は
壞
れ
樂
は
崩
れ
、
樂
人 

皆 

去
る
と
。
斯
れ
亦
た
未
だ
允ま
こ
とた
ら
ざ
る
な
り
。
⑤
夫
れ
六
經
は
殘
欠
た
り
て
、

學
者
は
師
を
異
に
せ
ば
、
文
義
を
ば
兢
馳
し
、
各
〻
見
と
す
る
所
を
守
る
。
而
る
に
馬
・
鄭
の
羣
儒
は
、
皆　
班
・
揚
の
後
に
在
り
、

向
・
歆
の
博
學
は
、
又　
王
・
杜
の
前
に
居
る
。
其
の
是
非
を
校
ぶ
る
に
、
偏
據
す
可
か
ら
ず
。
其
れ
漢
書
の
引
く
所
の
經
文
、
近

代
の
儒
家
と
、
徃
徃
に
し
て
乖
別
す
る
も
、
旣
に
自
づ
か
ら
義
指
を
成
せ
ば
、
卽
ち
就
き
て
之
を
通
ぜ
ん
。
庶
く
は
守
株
を
免
れ
て
、

以
て
賢
逹
の
意
を
申の

ば
さ
ん
。
苟
し
く
も
越
異
す
る
に
非
ず
、
理
と
し
て
固
よ
り
然
れ
ば
な
り
。
它
は
皆 

此
の
類
な
り）

34
（

。﹈。

　

顏
師
古
は
、
④
『
論
語
』
の
文
章
を
禮
樂
志
と
「
古
今
人
表
」
に
記
さ
れ
る
殷
の
紂
王
の
時
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
、
と
解
釈
す
る
。

そ
れ
は
、
②
今
文
『
尙
書
』
周
書 

泰
誓
篇
の
③
「
殷
の
紂 

先
祖
の
樂
を
斷
棄
し
、
乃
ち
淫
聲
を
作
り
て
、
用も
っ

て
正
聲
を
變
亂
し
て
、
以

て
婦
人
に
說
く
」
と
い
う
文
章
を
班
固
が
、
④
「
樂
官
の
師
瞽
、
其
の
器
を
抱
き
て
犇
散
し
、
或
い
は
諸
侯
に
適ゆ

き
、
或
い
は
河
海
に
入

る
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
尊
重
す
る
た
め
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
班
固
の
解
釈
は
、
④
の
『
論
語
』
に
依
拠
す
る
と
考
え
て
よ
い
。

そ
し
て
、
顏
師
古
が
今
文
『
尙
書
』
周
書 

泰
誓
篇
に
比
定
す
る
①
の
文
章
は
、
現
行
の
僞
古
文
『
尙
書
』
に
は
存
在
し
な
い
逸
文
で
あ
る
。

『
隋
書
』
卷
三
十
二 

經
籍
志
一
に
よ
れ
ば
、
隋
で
は
す
で
に
鄭
玄
注
の
『
古
文
尙
書
』
は
廃
れ
つ
つ
あ
り
、
歐
陽
・
大
夏
侯
・
小
夏
侯
の

今
文
『
尙
書
』
三
家
は
、
西
晉
末
の
永
嘉
の
乱
に
す
で
に
滅
ん
で
い
た
。
顏
師
古
の
時
に
お
い
て
す
で
に
、
①
の
文
章
は
滅
ん
で
し
ま
っ

た
今
文
『
尙
書
』
周
書 

泰
誓
篇
の
重
要
な
逸
文
な
の
で
あ
っ
た
。
⑤
に
再
説
す
る
よ
う
に
、『
漢
書
』
は
す
で
に
滅
ん
だ
經
書
の
文
章
を
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保
存
し
、
そ
の
解
釈
を
伝
え
る
と
い
う
經
學
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
書
で
あ
る
、
と
顔
師
古
は
主
張
す
る
の
で
あ
る）

35
（

。

　

顏
師
古
は
、
こ
の
よ
う
に
①
の
文
章
は
、『
尙
書
』
の
佚
文
を
伝
え
、『
論
語
』
の
正
し
い
解
釈
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
強
く
主
張

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
樂
人
の
四
散
を
殷
の
紂
王
の
時
と
す
る
『
論
語
』
微
子
篇
の
解
釈
は
、
朱
子
の
『
論
語
集
注
』
が
何
晏
『
論
語
集

解
』
の
解
釈
を
踏
襲
し
た
こ
と
も
あ
り
、
朱
子
學
を
批
判
し
た
淸
の
毛
奇
齡
『
論
語
稽
求
篇
』
卷
七
が
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
程
度
で
、
支

持
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
見
え
る
、
經
書
を
「
史
」
に
よ
り
解
釈
す
る
顏
師
古
の
態
度
は
重
要
で
あ
る
。
顏
師
古
は
、「
史
」

を
經
學
的
方
法
論
に
よ
り
解
釈
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
經
」
に
お
け
る
「
史
」
の
重
要
性
を
主
張
し
た
。「
近
代
の
儒
者
」
だ
け
で
は
な

く
、
漢
魏
の
舊
注
の
解
釈
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
の
実
証
は
、「
五
經
正
義
」
に
お
け
る
漢
魏
の
舊
注
の
尊
重
の
正
統
化
で
も
あ
る
。
こ
う

し
て
、
顏
師
古
は
、「
史
」
を
「
經
」
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
史
」
の
地
位
の
向
上
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
漢
魏
の
舊
注
の
す
べ
て
が
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
顏
師
古
注
が
引
用
す
る
漢
の
服
虔
や
應
劭
の
注
は
、
顏
師
古
に

よ
っ
て
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
補
完
が
許
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
顏
師
古
は
、
鄭
玄
・
杜
預
の
事
例

を
挙
げ
る
。

亦
た
猶
ほ
康
成
の
禮
に
注
し
て
、
其
の
書
・
易
と
相　
偝そ
む

き
、
元
凱　
傳
を
解
し
て
、
毛
・
鄭
の
詩
文
と
係
は
り
無
き
が
ご
と
し
。
類

を
以
て
言
は
ば
、
其
の
意 

了
す
可
し
。
爰こ
こ

に
陳
・
項
よ
り
、
以
て
哀
・
平
に
訖お
よ

ぶ
ま
で
、
年
載 

旣
に
多
く
、
綜
緝
す
る
こ
と
斯
く

の
ご
と
く
廣
し
。
紀
・
傳
・
表
・
志
の
時
に
同
じ
か
ら
ざ
る
有
る
所
以
は
、
當
に
筆
削 

未
だ
休
ま
ず
、
尙
ほ
秕
稗
を
遺
す
に
由
る

べ
し
。
亦
た
後
人
の
傳
授
を
爲
す
や
、
先
後 

錯
雜
し
、
手
に
隨
ひ
意
に
率
ひ
て
、
遂
に
乖
張
有
り
。
今 

皆 

波
を
窮
め
源
を
討
ち
、

搆
會
し
て
甄
釋
す）

36
（

。

　

顏
氏
は
、『
周
禮
』
と
『
春
秋
左
氏
傳
』
を
家
學
と
し
て
い
た
。
前
者
へ
の
鄭
玄
（
鄭
康
成
）
の
注
、
後
者
へ
の
杜
預
（
杜
元
凱
）
の
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集
解
は
、
顏
師
古
の
經
學
的
方
法
論
の
直
接
的
な
規
範
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
鄭
玄
自
身
は
す
べ
て
の
注
を
体
系
的
に
把
握
し
、
無

矛
盾
の
体
系
性
を
目
指
し
て
い
た
が）

37
（

、「
三
禮
」
の
注
と
『
尙
書
』・『
周
易
』
の
注
と
に
矛
盾
す
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
に
、
顏
師
古
は
気

づ
い
て
い
た
。
杜
預
の
『
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
』
が
「
毛
傳
鄭
箋
」
と
乖
離
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
を
論
拠
に
、
顏
師
古

は
『
漢
書
』
に
よ
っ
て
經
を
補
完
す
る
こ
と
の
正
統
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
論
語
』
を
め
ぐ
る
解
釈
の
中
で
も
、『
漢
書
』
の
「
犇
」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て
、
顏
師
古
が
「
犇
は
、
古
の
奔
の
字
な
り
」
と
注
記

し
て
い
た
よ
う
に
、『
漢
書
』
の
解
釈
に
よ
り
經
を
補
完
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
古
字
の
理
解
と
厳
密
な
校
勘
と
が
不
可
欠
と
な
る）

38
（

。
顏
師

古
の
古
字
と
校
勘
の
重
視
は
、
漢
代
古
文
學
の
継
承
と
も
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
直
接
的
に
は
、
そ
れ
は
『
顏
氏
家
訓
』
書
証
篇
・
音
辭

篇
に
見
る
こ
と
が
で
き
、『
漢
書
』
注
の
中
に
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
が
論
証
す
る
と

お
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
顏
氏
の
家
學
が
『
周
禮
』
と
『
春
秋
左
氏
傳
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
び
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
顏
師
古
は
、

鄭
玄
の
校
勘
と
杜
預
の
據
傳
經
解
法
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
顏
師
古
は
、「
漢
書
叙
例
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

漢
書
の
舊
文
、
多
く
古
字
有
り
。
解
說
の
後
、
屢
〻
遷
易
を
經
、
後
人 

習
讀
す
る
に
、
意
を
以
て
刊
改
す
。
傳
寫 

旣
に
多
く
、
彌

〻
更
に
淺
俗
た
り
。
今 

則
ち
古
本
を
曲
覈
し
、
其
の
眞
正
に
歸
し
、
一
徃
も
て
難
識
な
る
者
は
、
皆 

從
ひ
て
之
を
釋
す）

39
（

。

　
『
漢
書
』
の
も
と
も
と
の
本
文
に
は
、
多
く
の
古
体
字
が
存
在
し
た
が
、
注
釈
と
読
み
癖
と
伝
写
に
よ
り
古
字
は
改
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
顏
師
古
は
「
古
本
」
に
よ
り
「
眞
正
」
な
姿
に
戻
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
例
だ
け
掲
げ
よ
う
。

常
に
十
倍
の
地
・
百
萬
の
軍
を
以
て
、
關
を
仰
ぎ
て
秦
を
攻
む
。﹇
師
古
曰
く
、「
秦
の
地
形
は
高
け
れ
ば
、
而す

な
はち
諸
侯
の
兵
、
關
中

を
攻
め
ん
と
欲
す
る
者
は
皆 

仰
嚮
す
。故
に
關
を
仰
ぐ
と
云
ふ
な
り
。今　
流
俗
の
書
本
に
、仰
の
字
を
叩
に
作
る
は
、非
な
り
」と）

40
（

。﹈

　

注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
史
記
』
卷
六 

秦
始
皇
本
紀
の
太
史
公
曰
に
引
く
賈
誼
の
文
で
は
、「
常
に
十
倍
の
地
・
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百
萬
の
軍
を
以
て
、
關
を
叩
き
て
秦
を
攻
む
（
常
以
十
倍
之
地
・
百
萬
之
軍
、
仰
關
而
攻
秦
）」
と
、「
仰
」
を
「
叩
」
に
作
っ
て
い
る
。

顏
師
古
が
「
流
俗
の
書
本
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、『
史
記
』
の
こ
の
文
章
を
異
聞
と
し
て
『
漢
書
』
を
直
す
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
史

記
』
を
『
漢
書
』
の
異
聞
と
し
た
陸
澄
『
漢
書
』
注
を
顏
師
古
が
厳
し
く
批
判
す
る
理
由
は
こ
こ
に
も
あ
る
。
裴
松
之
が
創
始
し
た
「
史
」

独
自
の
方
法
論
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
史
」
独
自
の
方
法
論
に
よ
っ
て
『
漢
書
』
の
本
文
が
不
当
に
改
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
顏
師
古
に
經
學
的
方
法
論
の
正
し
さ
を
確
信
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
現
行
の
經
書
を
改
め
得
る
可
能
性
を
持
つ
『
漢
書
』
の
本

文
が
、
異
聞
に
よ
り
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と
を
顏
師
古
は
許
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
經
」
の
補
充
へ
の
情
熱
は
、
注
の
中
で
經
義
を
論
ず
る
態
度
へ
と
昇
華
す
る
。『
論
語
』
に
、
宰
我
が
孔
子
に
疑
義
を
呈

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る）

41
（

三
年
喪
に
つ
い
て
、
漢
の
文
帝
が
遺
詔
し
て
三
十
六
日
に
短
く
せ
よ
と
い
っ
た
『
漢
書
』
の
本
文
に
関
し
て
、
顏

師
古
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

以す
で

に
下
せ
ば
、
服
す
る
こ
と
大
紅
は
十
五
日
、
小
紅
は
十
四
日
、
纖
は
七
日
に
し
て
、
服
を
釋
け
。﹇
①
服
虔
曰
く
、「
皆　
當
に
大
功
・

小
功
と
言
ふ
べ
き
な
り
。
纖
は
、
細
布
の
衣
な
り
」
と
。
②
應
劭
曰
く
、「
紅
と
い
ふ
者は

、
小
祥
・
大
祥
は
紅
を
以
て
領
緣
と
爲
せ

ば
な
り
。
纖
な
る
者
は
、
禫
な
り
。
凡
そ
三
十
六
日
に
し
て
服
を
釋
く
。
此
れ
日
を
以
て
月
に
易
ふ
る
な
り
」
と
。
③
晉
灼
曰
く
、「
漢

書
は
例
と
し
て
紅
を
以
て
功
と
爲
す
な
り
」
と
。
師
古
曰
く
、「
紅
は
功
と
同
じ
。
服
・
晉
の
二
說 

是
な
り
。
此
の
喪
制
な
る
者
は
、

④
文
帝　
自
ら
己
の
意
に
率
ひ
、
創は
じ

め
て
之
を
爲
し
、
周
禮
よ
り
取
る
こ
と
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
何
爲
れ
ぞ
日
を
以
て
月
に
易
ふ

る
や
。
三
年
の
喪
、
其
の
實
は
二
十
七
月
な
れ
ば
、
豈
に
三
十
六
月
の
文
有
ら
ん
。
禫 

又 

七
月
無
き
な
り
。
應
氏 

旣
に
之
を
前
に

失
す
。
而
れ
ど
も
⑤
近
代
の
學
者
、
謬
說
に
因
循
し
、
未
だ
之
を
思
は
ざ
る
な
り
」
と）

42
（

。﹈

　

文
帝
が
遺
詔
し
た
短
喪
に
つ
い
て
、
①
服
虔
は
、
大
紅
を
「
大
功
」、
小
紅
を
「
小
功
」、
纖
を
「
細
布
の
衣
」
と
し
、「
埋
葬
後
は
、
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大
功
布
衰
裳
を
十
五
日
、
小
功
布
衰
裳
を
十
四
日
、
細
布
喪
服
七
日
の
後
、
喪
服
を
脫
げ
」
と
解
釈
す
る
。
正
式
な
三
年
喪
（
王
肅
説
は

二
十
五
ヵ
月
、
鄭
玄
説
は
二
十
七
ヵ
月
）
は
、
旣
葬
か
ら
小
祥
は
「
六
升
」、
小
祥
か
ら
大
祥
は
「
練
衣
」、
大
祥
か
ら
禫
は
「
衰
服
麻
衣
」

を
着
る
の
で
、
文
帝
は
期
間
と
喪
服
の
程
度
を
大
幅
に
軽
く
し
た
、
と
服
虔
は
解
釈
し
て
い
る）

43
（

。
③
の
晉
灼
も
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
②
應
劭
は
、
大
紅
を
「
大
祥
」、
小
紅
を
「
小
祥
」、
纖
を
「
禫
」
と
し
、「
埋
葬
後
は
、
大
祥
ま
で
を
十
五
日
、
小

祥
ま
で
を
十
四
日
、
禫
ま
で
を
七
日
と
し
て
、
喪
服
を
脫
げ
」
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
三
年
（
三
十
六
ヵ
月
）
の
喪
を
「
日
を
以
て
月

に
易
ふ
る
」
こ
と
で
三
十
六
日
と
し
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
鄭
玄
説
で
言
え
ば
、
小
祥
が
十
三
ヵ
月
目
、
大
祥
が
二
十
五
ヵ

月
目
、
禫
が
二
十
七
ヵ
月
目
で
あ
る
か
ら
、
大
祥
↓
小
祥
の
順
序
が
異
な
り
、
三
年
喪
も
三
十
六
ヵ
月
と
考
え
る
こ
と
は
な
い
。
經
學
に

合
わ
な
い
強
引
な
説
と
言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
黃
老
思
想
を
尊
重
し
た
前
漢
の
文
帝
が
、
儒
敎
の
經
典
に
合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
經
書
に
合
致
さ
せ
よ
う
と
い
う
應
劭
の
説
は
、
後
漢
「
儒
敎
國
家
」
が
生
ん
だ
儒
敎
一
尊
に
基
づ
く
強
引
な
解
釈
で
あ
る
。

　

顏
師
古
は
、
①
服
虔
・
③
晉
灼
の
説
が
正
し
い
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
喪
制
が
④
「
文
帝 

自
ら
己
の
意
に
率し
た
がひ
、
創は
じ

め
」
た
独
創
で

あ
る
、
と
す
る
。
正
し
い
解
釈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
應
劭
説
を
批
判
し
て
、
③
「
近
代
の
學
者
」
が
、「
謬
說
に
因
循
」
す
る
こ
と
を
批

判
し
て
い
る
。
經
學
的
に
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
説
に
因
循
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
理
由
は
、
二
十
五
ヵ
月
に
せ
よ
、

二
十
七
ヵ
月
に
せ
よ
、
經
學
の
規
定
す
る
三
年
喪
が
現
実
に
は
実
行
不
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
後
漢
「
儒
敎
國
家
」

で
は
、
こ
の
遺
詔
を
「
文
帝
の
故
事
」
と
位
置
づ
け
典
拠
と
す
る
こ
と
で
、
經
學
と
現
実
の
矛
盾
を
解
決
し
て
い
た）

44
（

。
後
漢
が
滅
亡
し
、「
漢

家
の
故
事
」
が
使
え
な
く
な
っ
た
三
國
・
西
晉
で
は
、
司
馬
孚
が
「
文
帝
の
故
事
」
を
「
漢
の
権
制
」
と
呼
ん
で
そ
の
継
承
を
図
り
、
杜

預
は
「
心
喪
三
年
」
と
い
う
經
義
に
よ
り
短
喪
を
正
統
化
し
て
い
く）

45
（

。
そ
う
し
た
短
喪
へ
の
需
要
が
、
應
劭
の
解
釈
を
支
持
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
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最
終
的
に
は
、
注
（
43
）
所
掲
洲
脇
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
玄
宗
の
時
、
服
紀
を
二
十
七
日
に
変
更
し
、
鄭
玄
の
二
十
七
ヵ
月
に
合

わ
せ
る
こ
と
で
、「
日
を
以
て
月
に
易
ふ
る
」
説
は
、
唐
に
採
用
さ
れ
る
。
顏
師
古
注
で
展
開
さ
れ
た
喪
制
に
関
す
る
經
學
の
議
論
は
、

顏
師
古
に
は
不
本
意
な
形
で
は
あ
っ
た
が
、
唐
の
經
學
に
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

顏
師
古
が
底
本
の
制
定
に
関
与
し
た
「
五
經
正
義
」
は
、
漢
魏
の
舊
注
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
是
非
を
定
め
、
解

釈
を
詳
説
し
て
、
正
し
い
義
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
顏
師
古
が
漢
魏
の
舊
注
を
引
用
し
、
そ
の
是
非
を
定
め
、
解
釈
を
詳
説
し
、『
漢
書
』

の
内
部
で
正
し
い
解
釈
を
導
き
、
自
ら
も
大
量
の
注
を
補
っ
た
方
法
論
は
、「
五
經
正
義
」
に
も
見
ら
れ
る
「
經
」
の
方
法
論
で
あ
っ
た
。

顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
は
、「
史
」
の
方
法
論
に
基
づ
く
注
か
ら
、「
經
」
の
方
法
論
に
基
づ
く
注
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
で
、
国
家
の
「
正

史
」
と
し
て
の
正
統
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
、
他
派
の
排
斥
と
皇
帝
へ
の
史
の
収
斂

　

顏
師
古
が
、『
漢
書
』
の
通
行
本
で
あ
っ
た
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
を
「
漢
書
敍
例
」
に
お
い
て
、
党
派
的
に
偏
っ
た
批
判
に
よ
り
打
倒

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
。
ま
た
、
顏
師
古
は
、
裴
松
之
の
創
始
し
た
「
史
」
の
方
法
論
を
放
棄
し
、「
經
」
の
方
法

論
に
よ
り
、『
漢
書
』
に
注
を
付
け
た
。
顏
師
古
は
、
そ
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
た
め
、
裴
松
之
の
子
で
あ
る
裴
駰
が
著
し
た
『
史
記
集
解
』

を
批
判
す
る
こ
と
で
、「
河
東
の
裴
氏
」
の
家
學
で
あ
っ
た
史
學
を
批
判
し
て
い
く
。『
漢
書
』
顏
師
古
注
か
ら
掲
げ
よ
う
。

華
よ
り
以
西
は
、
名
山
七
、
名
川
四
あ
り
。
曰
く
、「
華
山
。
薄
山
。
薄
山
な
る
者
は
、
襄
山
な
り
。﹇
師
古
曰
く
、「
說
く
者
は
薄

山
は
河
東
に
在
り
と
云
ふ
。
一
に
潼
關
の
北
十
餘
里
に
在
り
と
曰
ふ
。
而
れ
ど
も
此
の
志
に
華
よ
り
以
西
な
る
者
と
云
は
ば
、
則
ち
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今
の
閺
郷
の
南
山
の
連
延
し
て
西
出
す
る
も
の
、
並
び
に
華
山
の
名
を
得
た
り
。﹈
岳
山
。
岐
山
。
吳
山
。
鴻
冢
。
瀆
山
。
瀆
山
は
、

蜀
の
岷
山
な
り
。﹇
師
古
曰
く
、「
①
周
禮
の
職
方
氏
に
、「
雍
州
、
其
の
山
は
岳
と
曰
ふ
」
と
。
①
爾
雅
も
亦
た
云
ふ
に
、「
河
西
は

岳
と
曰
ふ
」
と
。
說
く
者 

咸 

云
ふ
、「
岳
は
卽
ち
吳
岳
な
り
」
と
。
今
の
志 

岳
有
り
、
又 

吳
山
有
ら
ば
、
則
ち
吳
岳
は
一
山
の
名

に
非
ず
、
但
だ
未
だ
岳
の
在
る
所
を
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
の
み
。
②
徐
廣
云
ふ
に
、「
岳
山
は
武
功
に
在
り
」
と
。
③
地
理
志
に
據
ら
ば
、

武
功
は
但
だ
垂
山
有
る
の
み
に
し
て
、
岳
山
無
き
な
り
。
岐
山
は
卽
ち
今
の
岐
山
縣
に
在
り
、
其
の
山 

兩
岐
し
、
俗
に
呼
び
て
箭

括
嶺
と
爲
す
。
吳
山
は
今
の
隴
州
吳
山
縣
に
在
り
。
鴻
冢
は
、
釋 

下
に
在
り
。
岷
山
は
湔
氐
道
に
在
り）

46
（

。﹈

　

顏
師
古
は
、
地
名
を
比
定
す
る
典
拠
と
し
て
①
『
周
禮
』
と
『
爾
雅
』
を
引
用
す
る
。
す
で
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
顏
師
古
は
第
五
の
方

法
論
と
し
て
「
詳
釋
」、
す
な
わ
ち
、
欠
け
て
い
る
部
分
は
「
典
謨
」
や
「
蒼
雅
」
か
ら
援
用
す
る
、
と
い
う
原
則
を
「
漢
書
敍
例
」
に

掲
げ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
原
則
ど
お
り
、「
典
謨
」
と
し
て
『
周
禮
』、「
蒼
雅
」
と
し
て
『
爾
雅
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

②
東
晉
末
の
徐
廣
が
述
べ
る
注
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
の
際
、
論
拠
と
し
て
引
用
す
る
も
の
が
、
③
『
漢
書
』
地
理
志
で

あ
る
。
顏
師
古
は
、『
漢
書
』
の
中
で
の
解
釈
に
務
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
顏
師
古
が
誤
り
と
す
る
②
の
徐
廣
の
注
を
そ
の
ま
ま
正
し
い
と
す
る
も
の
が
、
裴
駰
の
『
史
記
集
解
』
で
あ
る
。
当
該
部
分

を
掲
げ
よ
う
。

華
よ
り
以
西
は
、
名
山
七
、
名
川
四
あ
り
。
曰
く
、「
華
山
。
薄
山
。
薄
山
な
る
者
は
、
衰
山
な
り
。﹇
徐
廣
曰
く
、「
蒲
阪
縣
に
襄

山
有
り
、
或
い
は
字 

誤
ま
り
な
ら
ん
」
と
﹈。
岳
山
。﹇
徐
廣
曰
く
、「
武
功
縣
に
大
壺
山
有
り
、
又　
岳
山
有
り
」
と
。﹈。
岐
山
。

吳
岳
。﹇
徐
廣
曰
く
、「
汧
に
在
る
な
り
」
と
。﹈。
鴻
冢
。
瀆
山
。
瀆
山
は
、
蜀
の
汶
山
な
り
」
と）

47
（

。

　

こ
の
よ
う
に
顏
師
古
は
、
直
接
名
こ
そ
挙
げ
な
い
も
の
の
、
岳
山
を
武
功
縣
に
あ
る
と
す
る
徐
廣
の
説
を
鵜
呑
み
に
し
て
い
る
裴
駰
の
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『
史
記
集
解
』
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
例
だ
け
、
こ
れ
も
『
漢
書
』
注
よ
り
掲
げ
よ
う
。
こ
れ
も
注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
が
取
り
上
げ
る
事
例
で
あ
る
。

春
秋
の
文 

數
萬
よ
り
成
り
、
其
の
指
は
數
千
た
り
。﹇
張
晏
曰
く
、「
春
秋
は
萬
八
千
字
な
り
。
當
に
減
と
言
ふ
べ
き
も
、
而
る
に

成
と
云
ふ
は
、
字
の
誤
ま
り
な
り
」
と
。
師
古
曰
く
、「
張
の
說
は
非
な
り
。
一
萬
の
外
は
卽
ち
萬
を
以
て
之
を
言
ふ
。
故
に
數
萬

と
云
ふ
。
何
ぞ
乃
ち
忽
と
し
て
減
と
言
ふ
や
。
學
者　
又　
曲
解
を
爲
し
、
公
羊
の
經
傳
は
凡
そ
四
萬
四
千
餘
字
あ
り
と
云
ふ
は
、
尤

も
疏
謬
な
り
。
史
遷 
豈
に
公
羊
の
傳
を
謂
ひ
て
春
秋
と
爲
す
や）

48
（

。﹈

　

顏
師
古
は
、
司
馬
遷
が
「
春
秋
の
文 

數
萬
よ
り
成
」
る
と
述
べ
る
言
葉
に
注
を
つ
け
、
ま
ず
張
晏
の
説
を
引
く
。
そ
れ
を
否
定
し
た

の
ち
、
自
ら
の
解
釈
を
述
べ
る
が
、
そ
の
後
、「
學
者 

又 

曲
解
を
爲
し
、
公
羊
の
經
傳
は
凡
そ
四
萬
四
千
餘
字
あ
り
と
云
ふ
は
尤
も
疏
謬

な
り
」
と
「
學
者
」
を
批
判
す
る
。
吉
川
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
学
者
と
は
、
裴
駰
の
こ
と
で
あ
る
。
裴
駰
は
、『
史
記
集
解
』

に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

春
秋
の
文 

數
萬
よ
り
成
り
、
其
の
指
は
數
千
た
り
。﹇
張
晏
曰
く
、「
春
秋
は
萬
八
千
字
な
り
。
當
に
減
と
言
ふ
べ
く
も
、
而
る
に

成
數
と
云
ふ
は
、
字
の
誤
ま
り
な
り
。
駰 

謂お
も

へ
ら
く
、「
太
史
公
の
此
の
辭
は
、
是
れ
董
生
の
言
を
述
ぶ
。
董
仲
舒 

自
ら
公
羊
春
秋

を
治
め
、
公
羊
の
經
傳
は
、
凡
そ
四
萬
四
千
餘
字
有
り
。
故
に
文　
數
萬
よ
り
成
る
と
云
ふ
な
り
。
張
の
議
が
如
く
、
但
だ
經
の
萬

八
千
字
な
る
を
論
じ
、
便
ち
之
を
誤
ま
り
と
謂
ふ
を
得
ず
」
と）

49
（

﹈。

　

顏
師
古
が
裴
駰
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。『
史
記
集
解
』
は
、
父
の
裴
松
之
の
方
法
論
を
継
承
し
て
、
異
聞
を
集

め
る
注
を
付
け
て
い
た
。
ま
た
、『
史
記
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
漢
書
』
と
そ
の
優
劣
が
論
ぜ
ら
れ
る
書
で
あ
る
。
史
學
を
家
學
と
す

る
「
河
東
の
裴
氏
」
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
顏
師
古
は
「
經
」
の
方
法
論
で
注
を
附
し
た
『
漢
書
』
こ
そ
、「
古
典
中
國
」
を
伝
え
る
も
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の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
家
學
と
す
る
「
琅
邪
の
顏
氏
」
の
優
越
を
主
張
し
た
の
で
あ
る）

50
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
顏
師
古
の
他
氏
の
排
斥
に
は
批
判
が
あ
っ
た
。『
漢
書
訓
纂
』
を
著
し
た
姚
察
を
曾
祖
父
と
す
る
姚
珽
は
、
顏

師
古
の
『
漢
書
』
注
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る）

51
（

。

（
姚
）
珽 
嘗
て
以お
も

へ
ら
く
、
其
の
曾
祖
た
る
察
の
撰
す
る
所
の
漢
書
訓
纂
、
多
く
後
の
漢
書
に
注
す
る
者
が
爲
に
名
氏
を
隱
沒
せ
ら

れ
、
將も
っ

て
己
が
說
と
爲
せ
ら
る
と
。
珽 

乃
ち
漢
書
紹
訓
四
十
卷
を
撰
し
て
、
以
て
舊
義
を
發
明
し
、
代よ

に
行
は
る）

52
（

。

　

姚
珽
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
顏
師
古
が
姚
察
の
『
漢
書
訓
纂
』
を
『
漢
書
』
注
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
、
注
（
３

）
所
掲
吉

川
論
文
が
十
一
条
を
挙
げ
て
証
明
し
て
い
る
。
姚
察
よ
り
始
ま
り
、
そ
の
志
を
継
い
で
、『
梁
書
』・『
陳
書
』
を
完
成
し
た
子
の
姚
思
廉

へ
と
続
く
「
吳
興
の
姚
氏
」
の
家
學
の
成
果
を
顏
師
古
が
た
だ
取
り
し
て
い
る
こ
と
を
、
姚
珽
は
『
漢
書
紹
訓
』
を
著
す
こ
と
で
示
そ
う

と
し
た
。
そ
れ
は
、
顏
師
古
が
「
吳
興
の
姚
氏
」
の
史
學
の
特
徴
と
な
る
譜
學
を
否
定
す
る
こ
と
へ
の
反
発
に
も
基
づ
い
て
い
よ
う
。
顏

師
古
は
、
譜
學
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

眭
弘 

字
は
孟
、
魯
國
蕃
の
人
な
り
。﹇
師
古
曰
く
、「
眭
の
音
は
息
隨
の
反
。
今
も
河
朔
に
尙
ほ
此
の
姓
有
り
、
音
・
字
も
皆 

然
り
。

而
る
に
韋
昭
・
應
劭
は
並
び
に
音 

桂
と
云
ふ
も
、
非
な
り
。
今 

炅
姓
有
り
、
乃
ち
音 

桂
な
る
の
み
。
漢
の
炔
欽
、
又 

眭
の
字
に
作

ら
ざ
れ
ば
、
寧
ぞ
混
糅
し
て
將も
っ

て
一
族
と
爲
す
可
け
ん
や
。
又 

近
代
の
學
者
、
旁
が
た
に
炅
氏
譜
を
引
き
て
、
以
て
相 

附
著
す
。

私
譜
の
文
、
閭
巷
よ
り
出
で
、
家
ご
と
に
自
ら
說
を
爲
せ
ば
、
事　
經
典
に
非
ず
。
苟
め
に
先
賢
を
引
き
、
妄
り
に
相　
假
託
し
、
信

を
取
る
所
無
く
、
寧
ん
ぞ
據
る
に
足
ら
ん
や
。
…
…）

53
（

﹈

　

顏
師
古
は
、
眭す
い

弘
に
注
を
付
け
て
、
韋
昭
・
應
劭
の
舊
注
が
「
桂
」
と
読
む
こ
と
を
正
し
た
の
ち
、
王
莽
の
博
士
で
あ
っ
た
炔け
い

欽
が
炅け
い

氏
譜
に
よ
っ
て
炅
氏
の
一
族
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
魏
晉
南
北
朝
時
代
に
多
く
著
さ
れ
た
「
私
譜
」
に
つ
い
て
「
家
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ご
と
に
自
ら
說
を
爲
」
し
た
も
の
で
、
信
頼
が
置
け
ず
、
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
批
判
す
る）

54
（

。

　
『
漢
書
』
注
の
完
成
の
三
年
前
、
貞
觀
十
二
（
六
三
八
）
年
に
「
貞
觀
氏
族
志
」
が
天
下
に
頒
布
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
貞
觀
六
（
六
三
二
）

年
に
一
度
完
成
し
た
も
の
の
、「
淸
河
の
崔
氏
」
を
第
一
等
と
す
る
た
め
に
太
宗
の
怒
り
に
触
れ
、
改
訂
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

唐
に
お
い
て
、
氏
族
譜
と
は
国
家
が
編
纂
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
改
訂
さ
れ
た
定
本
は
、「
專
ら
今
朝
の
品
秩
を
以
て
、
高
下
と

爲
す
（
專
以
今
朝
品
秩
、
爲
高
下
）」（『
資
治
通
鑑
』
卷
一
百
九
十
五 

太
宗
貞
觀
十
二
年
）
も
の
で
あ
っ
た
。
貴
族
に
専
有
さ
れ
て
き
た

譜
學
は
、
唐
の
朝
廷
に
隷
属
し
て
い
た
の
で
あ
る）

55
（

。

　

顏
師
古
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
南
朝
の
齊
・
梁
に
関
わ
る
譜
學
を
否
定
す
る
。

蕭
望
之 

字
は
長
倩
、
東
海
蘭
陵
の
人
な
り
。﹇
師
古
曰
く
、「
①
近
代
の
譜
諜
、
妄
り
に
相　
託
附
し
、
乃
ち
望
之
を
云
ひ
て
、
蕭
何

の
後
と
し
、
追
ひ
て
昭
穆
を
次
す
。
②
流
俗
の
學
者
、
共
に
焉こ
れ

を
祖
述
す
。
但
し
酇
侯
は
漢
室
の
宗
臣
、
功
は
高
く
位
は
重
く
、
子

孫
の
胤
緖
は
、
具
さ
に
表
・
傳
に
詳
し
。
長
倩
は
鉅
儒
に
し
て
逹
學
、
名
節 

並
び
に
隆
く
、
古
今
を
博
覽
し
、
能
く
其
の
祖
を
言
ふ
。

市
朝 

未
だ
變
は
ら
ず
、
年
載 

遙
か
に
非
ず
、
長
老
の
傳
ふ
る
所
、
耳
目 

相 

接
す
。
若
し
其
れ
實
に
何
の
後
を
承
く
れ
ば
、
史
傳 

寧
ん
ぞ
得
て
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
や
。
漢
書 

旣
に
敍
論
せ
ず
、
後
人 

焉
ん
ぞ
信
を
取
る
所
か
。
然
ら
ざ
る
の
事
、
斷
じ
て
識
る
可
し）

56
（

。﹈

　

顏
師
古
は
、
①
蕭
望
之
を
「
蕭
何
の
後
」
と
す
る
「
近
代
の
譜
諜
」
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
②
「
流
俗
の
學
者
、
共
に

焉こ
れ

を
祖
述
」
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
姚
察
を
承
け
て
姚
思
廉
が
完
成
し
た
『
梁
書
』
は
、
冒
頭
で
梁
の
武
帝
蕭
衍
の
系
譜
を
次
の
よ
う

に
伝
え
て
い
る
。

高
祖
武
皇
帝 

諱
は
衍
、
字
は
叔
逹
、
小
字
は
練
兒
、
南
蘭
陵
中
都
里
の
人
、
①
漢
の
相
國
た
る
何
の
後
な
り
。
何 

酇
定
侯
の
延
を

生
み
、
延 

侍
中
の
彪
を
生
み
、
彪 

公
府
掾
の
章
を
生
み
、
章 

皓
を
生
み
、
皓 
仰
を
生
み
、
仰 

②
太
子
太
傅
の
望
之
を
生
み
、
望
之 
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光
祿
大
夫
の
育
を
生
み
、
…
…
道
賜 

皇
考 

諱
は
順
之
を
生
む
。
齊
の
高
帝
の
族
弟
な
り）

57
（

。

　

姚
思
廉
は
、
梁
の
武
帝
蕭
衍
が
①
「
漢
の
相
國
た
る
何
の
後
」
で
あ
る
こ
と
を
②
「
太
子
太
傅
の
望
之
」
と
連
な
る
「
譜
諜
」
に
よ
っ

て
記
述
し
て
い
る
。
顏
師
古
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
②
「
蕭
望
之
」
が
①
「
蕭
何
」
の
子
孫
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
梁
の
皇
室
、
さ
ら
に

は
、
齊
の
皇
室
が
漢
の
功
臣
の
末
裔
で
あ
る）

58
（

、
と
い
う
南
朝
の
優
越
性
は
潰
え
る
。
顏
師
古
が
、
譜
學
の
頂
点
に
あ
る
南
朝
の
帝
譜
を
批

判
す
る
こ
と
は
、
唐
の
太
宗
が
進
め
る
、
唐
帝
室
と
の
関
係
性
の
中
で
貴
族
制
を
再
編
す
る
流
れ
に
棹
さ
す
態
度
で
あ
っ
た
。
就
中
、
梁

の
武
帝
蕭
衍
へ
の
批
判
の
意
味
は
大
き
い
。
梁
の
武
帝
は
、
自
身
が
様
々
な
文
化
に
精
通
す
る
と
と
も
に
、
類
書
『
華
林
遍
略
』
の
編
纂

に
よ
り
多
元
化
し
て
い
る
文
化
価
値
の
集
大
成
を
図
り
、
史
學
に
関
し
て
は
、『
通
史
』
を
編
纂
し
て
歴
史
を
国
家
が
掌
握
し
、
文
學
に

関
し
て
は
、
昭
明
太
子
に
『
文
選
』
を
編
纂
さ
せ
、
佛
敎
で
は
捨
身
を
繰
り
返
し
、
官
制
改
革
で
は
貴
族
制
を
再
編
し
た
。
こ
う
し
た
梁

の
武
帝
に
よ
る
文
化
価
値
の
収
斂
は
、
北
朝
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
東
魏
の
覇
主
高
歡
は
、
北
朝
の
貴
族
が
梁
の
武
帝
を
「
正
朔
の
存
る

所
」
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
苦
々
し
く
語
っ
て
い
る）

59
（

。
そ
れ
が
、
出
自
を
偽
っ
て
い
た
と
な
れ
ば
、
北
朝
の
流
れ
を
引
く
唐
は
、
南
朝

へ
文
化
的
な
負
い
目
を
払
拭
す
る
一
助
と
な
る
。
顏
師
古
は
、
南
朝
の
譜
學
を
批
判
し
て
、「
吳
興
の
姚
氏
」
の
家
學
で
あ
る
史
學
を
批

判
す
る
だ
け
で
な
く
、
南
朝
の
正
統
性
さ
え
も
揺
る
が
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

顏
師
古
が
、「
經
」
の
方
法
論
に
基
づ
き
『
漢
書
』
に
注
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
太
宗
の
政
策
を
正
統
化
す
る
の
は
、
注
の
編
纂
を

命
じ
た
皇
太
子
李
承
乾
の
地
位
を
磐
石
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
皇
太
子
の
李
承
乾
が
、
足
を
病
み
歩
行
が
困
難
に
な
る
と
、

生
来
の
素
行
の
悪
さ
も
あ
り
、
文
才
の
あ
る
弟
の
李
泰
が
太
宗
に
寵
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
両
者
は
対
立
し
、
群
臣
も
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
党
派
を
作
り
対
立
し
て
い
く
（『
舊
唐
書
』
卷
七
十
六 

太
宗
諸
子 

恆
山
王
承
乾
傳
）。
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
が
完
成
し
た
貞
觀
十

五
（
六
四
一
）
年
の
二
年
後
、
貞
觀
十
七
（
六
四
二
）
に
、
李
承
乾
は
、
濮
王
李
泰
の
暗
殺
に
失
敗
し
、
齊
王
李
祐
の
反
乱
に
加
担
し
た
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こ
と
に
よ
り
廃
嫡
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
李
泰
も
ま
た
そ
の
性
格
の
故
に
皇
太
子
に
は
な
れ
ず
、
末
子
の
李
治
が
皇
太
子
と
な
る
（『
舊
唐
書
』

卷
七
十
六 

太
宗
諸
子 

濮
王
泰
傳
）。
こ
れ
が
第
三
代
皇
帝
の
高
宗
で
あ
る
。

　

李
承
乾
が
、
顏
師
古
に
『
漢
書
』
注
を
編
纂
さ
せ
た
理
由
に
つ
い
て
、
李
広
健
は
、
李
承
乾
・
李
泰
の
後
継
者
争
い
に
お
い
て
、
太
宗

の
寵
愛
を
受
け
つ
つ
あ
っ
た
李
泰
に
文
化
事
業
で
対
抗
し
た
こ
と
に
あ
る
、
と
す
る）

60
（

。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
李
泰
も
ま
た
、
貞
觀
十
二
（
六

三
八
）
年
、
司
馬
蘇
勗
に
『
括
地
志
』
の
編
纂
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
顏
師
古
が
『
漢
書
』
注
の
編
纂
を
開
始
し
た
の
は

貞
觀
十
一
（
六
三
七
）
年）

61
（

、
こ
れ
を
見
て
の
対
抗
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
李
泰
は
、
蕭
德
言
・
顧
胤
・
蒋
亞
卿
・
謝
偃
ら
に
編
纂
を

命
じ
、『
漢
書
』
注
が
完
成
し
た
貞
觀
十
五
（
六
四
一
）
年
、『
括
地
志
』
も
ま
た
五
百
五
十
篇
の
大
部
の
書
と
し
て
完
成
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
顏
師
古
は
地
理
書
に
対
す
る
見
方
が
厳
し
い
。

師
古
曰
く
、「
中
古
よ
り
以
來
、
地
理
を
說
く
者 

多
し
。
或
い
は
經
典
を
解
釋
し
、
或
い
は
方
志
を
撰
述
し
、
競
ひ
て
新
異
を
爲
り
、

妄
り
に
穿
鑿
有
り
、
附
會
に
處
る
に
安
ん
じ
、
頗
る
其
の
眞
を
失
ふ
。
後
の
學
者
、
因
り
て
祖
述
し
、
曾
て
其
の
謬
論
を
考
へ
ず
、

能
く
其
の
根
本
を
尋
ぬ
る
こ
と
莫
し
。
今 
並
び
に
錄
せ
ざ
る
も
、
蓋
し
尤と
が

無
き
な
り）

62
（

。

　

顏
師
古
は
、
地
理
書
も
ま
た
「
競
ひ
て
新
異
を
爲
り
、
妄
り
に
穿
鑿
有
」
る
も
の
と
し
て
、「
其
の
眞
を
失
」
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
し
、「
後
の
學
者
、
因
り
て
祖
述
」
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
れ
は
、
顧
野
王
の
『
輿
地
志
』
を
継
承
し
な
が
ら
、
唐
の
行
政
区
画

の
建
置
沿
革
、
及
び
山
岳
・
景
勝
・
河
川
・
風
土
・
民
俗
・
古
跡
・
人
物
な
ど
を
記
述
し
た
『
括
地
志
』
へ
の
批
判
で
あ
り
、
皇
太
子
を

狙
う
李
泰
へ
の
牽
制
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
に
は
、
史
學
を
家
學
と
す
る
貴
族
を
打
倒
す
る
意
図
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
裴
松
之
の
ほ
か
、『
史

記
集
解
』
の
裴
駰
を
輩
出
し
た
「
河
東
の
裴
氏
」
は
も
と
よ
り
、『
漢
書
』
を
家
學
と
し
『
梁
書
』・『
陳
書
』
を
著
し
た
姚
思
廉
ら
「
吳
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興
の
姚
氏
」
へ
は
「
姚
氏
」
が
尊
重
す
る
譜
學
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
南
朝
帝
室
の
正
統
性
に
ま
で
攻
撃
を
加
え
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、

皇
太
子
を
狙
い
、『
括
地
志
』
を
編
纂
さ
せ
た
李
泰
を
牽
制
す
る
た
め
の
地
理
書
へ
の
批
判
も
あ
る
。
客
観
的
に
見
え
る
顏
師
古
の
『
漢
書
』

注
に
は
、
唐
初
の
貴
族
社
会
の
中
を
党
派
的
な
学
問
に
よ
り
強
か
に
生
き
抜
い
て
い
こ
う
と
す
る
顏
師
古
の
戦
略
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　

顏
師
古
は
、『
漢
書
』
の
内
容
を
『
漢
書
』
の
中
で
解
釈
し
よ
う
と
し
、
經
書
や
小
學
書
を
除
い
て
は
、
他
の
書
籍
か
ら
異
聞
を
引
用

す
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
そ
れ
は
、
裴
松
之
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
異
聞
に
よ
る
本
文
へ
の
史
料
批
判
を
否
定
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
本
来
、

『
尙
書
』
を
受
け
継
ぐ
書
と
し
て
著
さ
れ
た
『
漢
書
』
に
、
經
學
的
方
法
論
に
基
づ
き
注
を
付
け
、
そ
の
本
文
を
絶
対
視
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
東
方
朔
傳
の
贊
に
お
け
る
班
固
の
主
張
で
も
あ
っ
た
。
顏
師
古
は
、
裴
松
之
が
始
め
た
史
料
批
判
に
基
づ
く
「
史
」

的
方
法
論
に
基
づ
く
注
の
付
け
方
を
班
固
の
「
經
」
的
方
法
論
に
回
帰
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
顏
師
古
は
、『
漢
書
』
に
注
を
付
け
る
こ
と
で
、「
經
」
を
補
完
し
よ
う
と
し
た
。『
漢
書
』
は
す
で
に
滅
ん
だ
經
文
と
解
釈
を

伝
え
る
、
經
學
に
と
っ
て
重
要
な
書
な
の
で
あ
る
。
顏
師
古
は
、「
經
」
に
お
け
る
「
史
」
の
重
要
性
を
示
す
こ
と
で
、「
史
」
の
地
位
の

向
上
を
目
指
し
た
。
そ
の
結
果
、
顏
師
古
注
で
展
開
さ
れ
た
喪
制
に
関
す
る
議
論
が
、
唐
の
經
學
に
反
映
さ
れ
た
よ
う
に
、
顏
師
古
の
『
漢

書
』
注
は
、「
史
」
の
方
法
論
に
基
づ
く
注
か
ら
、「
經
」
の
方
法
論
に
基
づ
く
注
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
で
、
国
家
の
「
正
史
」
と
し
て
の

正
統
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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顔
師
古
は
、「
史
」
的
方
法
論
を
創
始
し
た
裴
松
之
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
子
の
裴
駰
の
『
史
記
集
解
』
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。「
河
東

の
裴
氏
」
の
家
学
で
あ
る
史
学
に
打
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
史
学
を
家
学
と
す
る
「
呉
興
の
姚
氏
」
に
は
『
梁
書
』
で
武
帝
を

正
統
化
す
る
論
拠
と
な
っ
て
い
た
譜
学
を
否
定
す
る
。
帝
室
と
の
係
わ
り
の
強
弱
に
よ
り
貴
族
の
門
地
を
定
め
よ
う
と
す
る
貞
観
氏
族
譜

の
妨
げ
と
な
る
南
朝
の
譜
学
と
、
南
朝
を
代
表
す
る
天
子
の
武
帝
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
皇
太
子
李
承
乾
を
敵
視
し
て
い
た
李

泰
が
編
纂
さ
せ
た
『
括
地
志
』
が
属
す
る
地
理
書
を
批
判
し
て
、
そ
の
編
纂
の
功
績
を
貶
め
よ
う
と
も
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
顏
師
古
は
裴
松
之
を
批
判
し
て
、「
史
」
を
「
經
」
の
枠
内
に
留
め
、「
經
」
に
お
け
る
「
史
」
の
重
要
性
を
高
め
る
こ

と
で
、「
史
」
の
地
位
を
確
立
す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
担
う
顏
氏
と
そ
の
庇
護
者
で
あ
る
皇
太
子
李
承
乾
の
正
統
性
を
保
障
す
る
書
と
し

て
『
漢
書
』
に
注
を
付
け
た
。
こ
う
し
て
、「
經
」
に
そ
の
存
立
を
保
障
さ
れ
た
『
漢
書
』
は
、
唐
に
お
け
る
漢
の
「
古
典
中
國
」
化
を

進
め
る
だ
け
で
な
く
、「
古
典
中
國
」
を
伝
え
る
史
書
と
し
て
長
く
読
み
継
が
れ
て
い
く
。
中
国
前
近
代
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
『
史
記
』

よ
り
も
『
漢
書
』
の
評
価
が
高
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

1　
『
新
唐
書
』
卷
一
百
九
十
八 

儒
學
上 

顏
師
古
傳
に
、「
時
人 

杜
征
南
・
顏
祕
書
を
謂
ひ
て
左
丘
明
・
班
孟
堅
の
忠
臣
と
爲
す
（
時
人
謂
杜
征
南
・

顏
祕
書
爲
左
丘
明
・
班
孟
堅
忠
臣
）」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
評
価
が
『
舊
唐
書
』
に
は
な
く
、
北
宋
の
歐
陽
脩
が
編
纂
し
た
『
新
唐
書
』
に
の
み

掲
げ
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
洲
脇
武
志
『
漢
書
注
釈
書
研
究
』（
遊
学
社
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
宋
代
以
降
に
顏
師
古
校
注
『
漢
書
』
が
『
漢
書
』

の
通
行
本
と
し
て
流
布
し
、『
漢
書
』
解
釈
の
基
準
と
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

2　

従
来
の
顏
師
古
注
研
究
に
関
す
る
総
括
に
は
、
洲
脇
武
志
『
漢
書
注
釈
書
研
究
』（
前
掲
）、
王
智
群
「
二
十
年
来
顔
師
古
《
漢
書
注
》
研
究
述
略
」

（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
〇
三
―
七
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
顏
師
古
と
そ
の
注
に
つ
い
て
は
、
祝
鴻
傑
「
顔
師
古
和
他
的
《
漢
書
注
》」（『
語
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文
研
究
』
五
、
一
九
八
二
年
）、
孫
兵
「
従
《
漢
書
注
》
看
顔
師
古
訓
詁
学
」（『
鄭
州
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
一
九
八
九
―
四
、
一
九
八
九
年
）、

梁
宗
奎
・
李
瑞
生
「
論
一
代
訓
詁
大
師
顔
師
古
」（『
臨
沂
師
範
学
院
学
報
』
二
四
―
五
、
二
〇
〇
二
年
）、
余
光
煜
「
顔
師
古
《
漢
書
注
》
的
学
術

貢
献
」（『
江
西
社
会
科
学
』
二
〇
〇
七
―
一
一
、
二
〇
〇
七
年
）、
顏
師
古
の
注
が
引
用
す
る
書
籍
に
つ
い
て
は
、
楊
明
照
「
漢
書
顔
注
発
覆
」（『
中

国
文
化
研
究
彙
刊
』
五
、
一
九
四
五
年
）、
李
広
龍
「《
漢
書
》
顔
師
古
注
引
方
志
考
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
一
〇
―
二
、
二
〇
一
〇
年
）、

朱
珠
「《
漢
書
》
顔
師
古
注
引
《
史
記
》《
国
語
》
考
校
」（『
文
化
縦
横
』
三
三
〇
、
二
〇
一
二
年
）、
胡
継
明
「
顔
師
古
《
漢
書
注
》
義
訓
述
語
研
究
」

（『
西
南
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版
三
九
―
六
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
顏
師
古
が
基
づ
い
た
舊
注
に
つ
い
て
は
、
王
暁
慶
「
文
穎
《
漢

書
注
》
考
証
」（『
求
索
』
二
〇
〇
九
―
一
、
二
〇
〇
九
年
）、
孫
文
明
「
唐
以
前
《
史
記
》
与
《
漢
書
》
注
評
考
議
」（『
楽
山
師
範
学
院
学
報
』
二

九
―
二
、
二
〇
一
四
年
）、
陽
歓
・
戴
琴
「
張
輯
《
漢
書
注
》
特
点
研
究
」（『
唐
山
文
学
』
二
〇
一
六
―
三
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。
あ
る

い
は
、
抄
本
と
現
行
本
と
の
違
い
に
注
目
す
る
王
永
平
・
孫
艶
応
「
顔
師
古
《
漢
書
注
》〝
抄
襲
旧
注
〞
説
之
再
検
討
」（『
史
学
史
研
究
』
一
三
八
、

二
〇
一
〇
年
）、
顏
師
古
の
著
『
匡
謬
正
俗
』
の
意
義
を
論
ず
る
趙
伯
義
「
論
顔
師
古
的
《
匡
謬
正
俗
》」（『
河
北
師
範
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学

版
二
七
―
一
、
二
〇
〇
四
年
）、
向
莉
娟
「
浅
論
顔
師
古
《
匡
謬
正
俗
》
在
文
字
学
史
上
的
価
値
」（『
襄
樊
職
業
技
術
学
院
学
報
』
一
〇
―
六
、
二

〇
一
一
年
）、
顏
師
古
が
『
急
就
篇
』
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
論
ず
る
曾
昭
聡
「
顔
師
古
《
急
就
篇
》
注
有
関
〝
得
名
之
由
〞
的
探
討
述
評
」（『
辞

書
研
究
』
二
〇
〇
九
―
一
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
も
参
照
。

3　

吉
川
忠
夫
「
顔
師
古
の
『
漢
書
』
注
」（『
東
方
学
報
』（
京
都
）
五
一
、
一
九
七
九
年
、『
六
朝
精
神
史
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
に
所
収
）。

4　

渡
邉
義
浩
「『
漢
書
』
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
継
承
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
六
一
―
一
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

5　

渡
邉
義
浩
「「
史
」
の
自
立

―
魏
晋
期
に
お
け
る
別
伝
の
盛
行
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
二
―
四
、
二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造

と
「
名
士
」』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

6　
①
儲
君
體
上
哲
之
姿
、
膺
守
器
之
重
、
俯
降
三
善
、
博
綜
九
流
。
觀
炎
漢
之
餘
風
、
究
其
終
始
、
②
懿
孟
堅
之
述
作
、
嘉
其
宏
贍
。
以
爲
、
③
服
・

應
曩
說
、
疏
紊
尙
多
、
蘇
・
晉
衆
家
、
剖
斷
蓋
尠
。
蔡
氏
纂
集
、
尤
爲
牴
牾
。
自
茲
以
降
、
蔑
足
有
云
。
悵
前
代
之
未
周
、
愍
將
來
之
多
惑
、
顧
召
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幽
仄
、
俾
竭
芻
蕘
、
匡
正
睽
違
、
激
揚
鬱
滯
。
將
以
博
喩
冑
齒
、
遠
覃
邦
國
、
弘
敷
錦
帶
、
啟
導
靑
衿
。
曲
稟
宏
規
、
備
蒙
嘉
惠
、
增
榮
改
觀
、
重

價
流
聲
。
斗
筲
之
材
、
徒
思
罄
力
、
駑
蹇
之
足
、
終
慙
遠
致
。
④
歲
在
重
光
、
律
中
大
呂
、
是
謂
涂
月
、
其
書
始
就
。
不
恥
狂
簡
、
輒
用
上
聞
、
⑤
粗

陳
指
例
、
式
存
揚
搉
（
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」）。
な
お
、「
漢
書
敍
例
」
は
、
中
華
書
局
本
『
漢
書
』
の
冒
頭
に
収
録
さ
れ
る
も
の
に
拠
っ
た
。

7　

前
漢
末
に
王
莽
ら
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
「
古
典
中
國
」
が
、
後
漢
の
章
帝
期
に
白
虎
觀
會
議
に
よ
っ
て
經
學
的
に
正
統
化
さ
れ
、
そ
れ

と
共
に
儒
敎
が
国
教
化
さ
れ
て
、
後
漢
「
儒
敎
國
家
」
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「「
古
典
中
国
」
の
成
立
と
展
開
」（『
中
国

史
の
時
代
区
分
の
現
在
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
）、「
規
範
と
し
て
の
「
古
典
中
国
」」（『
日
本
儒
敎
学
会
報
』
一
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

8　
『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
つ
い
て
は
、
小
林
岳
『
後
漢
書
劉
昭
注
李
賢
注
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

9　

杜
預
の
「
春
秋
釋
例
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
杜
預
の
諒
闇
説
と
皇
位
継
承
問
題
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
四
、
二
〇
〇
五
年
、『
西

晉
「
儒
敎
国
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
に
所
収
）
を
参
照
。

10　

漢
書
舊
無
注
解
。
唯
服
虔
・
應
劭
等
、
各
爲
音
義
、
自
別
施
行
。
至
典
午
中
朝
、
①
爰
有
晉
灼
、
集
爲
一
部
、
凡
十
四
卷
。
又
頗
以
意
增
益
、
時

辯
前
人
當
否
。
號
曰
漢
書
集
注
。
屬
永
嘉
喪
亂
、
金
行
播
遷
、
此
書
雖
存
、
不
至
江
左
。
是
以
爰
自
東
晉
迄
于
梁
・
陳
、
南
方
學
者
、
皆
弗
之
見
。

②
有
臣
瓚
者
、
莫
知
氏
族
。
考
其
時
代
、
亦
在
晉
初
。
又
總
集
諸
家
音
義
、
稍
以
己
之
所
見
、
續
廁
其
末
、
擧
駮
前
說
。
喜
引
竹
書
、
自
謂
甄
明
、

非
無
差
爽
。
凡
二
十
四
卷
、
分
爲
兩
帙
。
今
之
集
解
音
義
、
則
是
其
書
。
而
後
人
見
者
、
不
知
臣
瓚
所
作
、
乃
謂
之
應
劭
等
集
解
。
王
氏
七
志
・
阮

氏
七
錄
、
並
題
云
然
、
斯
不
審
耳
。
學
者
又
斟
酌
瓚
姓
、
附
著
安
施
、
或
云
傅
族
、
旣
無
明
文
、
未
足
取
信
。
③
蔡
謨
全
取
臣
瓚
一
部
、
散
入
漢
書
。

自
此
以
來
、
始
有
注
本
。
但
意
浮
功
淺
、
不
加
隱
括
、
屬
輯
乖
舛
、
錯
亂
實
多
。
或
乃
離
析
本
文
、
隔
其
辭
句
、
穿
鑿
妄
起
、
職
此
之
由
。
與
未
注

之
前
、
大
不
同
矣
。
謨
亦
有
兩
三
處
錯
意
、
然
於
學
者
、
竟
無
弘
益
（
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」）。

11　

顏
師
古
注
に
先
行
す
る『
漢
書
』注
に
つ
い
て
は
、柿
沼
陽
平「『
漢
書
』を
め
ぐ
る
読
書
行
為
と
読
者
共
同
体

―
顔
師
古
注
以
前
を
中
心
に
」（『
帝

京
史
学
』
二
九
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
な
お
、
柿
沼
陽
平
「『
漢
書
』
を
め
ぐ
る
読
書
行
為
と
読
書
共
同
体

―
顔
師
古
注
以
後
を
中
心
に
」（
榎

本
淳
一
編
『
古
代
中
国
・
日
本
に
お
け
る
学
術
と
支
配
』
同
成
社
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
顏
師
古
『
漢
書
』
注
以
降
の
『
漢
書
』
受
容
の
展
開
を
論
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じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
周
洪
才
「
顔
師
古
《
漢
書
注
》
引
宋
均
考
弁
」（『
斉
魯
学
刊
』
一
九
八
八
―
五
、
一
九
八
八
年
）
も
参
照
。

12　

吉
川
忠
夫
「
汲
冢
書
発
見
前
後
」（『
東
方
学
報
』(

京
都) 

七
一
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

13　

柿
沼
陽
平
「『
漢
書
』
を
め
ぐ
る
読
書
行
為
と
読
者
共
同
体

―
顔
師
古
注
以
前
を
中
心
に
」（
前
掲
）
に
依
れ
ば
、
臣
瓚
の
姓
に
つ
い
て
は
、
薛
・

傅
・
于
・
裴
・
呂
と
い
う
五
つ
の
説
が
あ
る
。
山
口
謠
司
「
顔
師
古
注
所
引
『
漢
書
音
義
』
の
撰
者
は
「
傅
瓚
」
で
は
な
か
ろ
う
か
」（『
文
藝
研
究
』

一
一
〇
、
二
〇
一
〇
年
）
も
参
照
。

14　

杜
預
の
後
序
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「「
春
秋
左
氏
伝
序
」
と
「
史
」
の
宣
揚
」（『
狩
野
直
禎
先
生
米
寿
記
念 

三
国
志
論
集
』
三
国
志
学
会
、

二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
当
該
時
代
の
干
寶
が
史
書
を
編
年
體
で
著
す
べ
し
と
主
張
し
た
背
景
に
、
杜
預
の
後
序
に
見
え
る
汲
冢
書
の
正
統

性
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
渡
邉
義
浩
「
干
宝
の
『
晋
記
』
と
左
伝
体
」（『
東
洋
研
究
』
二
〇
四
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

15　

注
（
３

）
所
掲
吉
川
論
文
は
、
臣
瓚
注
が
「
汲
冢
書
」
に
基
づ
き
主
張
す
る
説
を
顏
師
古
が
批
判
し
て
い
る
事
例
を
八
箇
所
指
摘
し
て
い
る
。

16　
﹇
本
文
﹈
猇
。﹇
班
固
自
注
﹈
侯
國
。
莽
曰
利
成
。﹇
顏
師
古
注
﹈
應
劭
曰
、
音
箎
。
蘇
林
曰
、
音
爻
。
今
東
朝
陽
有
猇
亭
。
蔡
謨
音
由
、
音
鴞
。

師
古
曰
、
蔡
音
是
、
音
于
虬
反
（『
漢
書
』
卷
二
十
八
上 

地
理
志 

濟
南
郡 

猇
侯
國
）。

17　

近
代
注
史
、
競
爲
該
博
、
多
引
雜
說
、
攻
擊
本
文
。
至
有
詆
訶
言
辭
、
掎
摭
利
病
、
顯
前
修
之
紕
僻
、
騁
己
識
之
優
長
。
乃
效
矛
盾
之
仇
讐
、
殊

乖
粉
澤
之
光
潤
。
今
之
注
解
、
翼
贊
舊
書
、
一
遵
軌
轍
、
閉
絕
歧
路
（
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」）。

18　
『
史
通
』
卷
五 

補
注
篇
に
、「
陸
澄
が
注
す
る
所
の
班
史
、
多
く
司
馬
遷
の
書
を
引
き
、
若
し
乃
ち
此
れ
に
一
言
を
缺
き
、
彼
に
半
句
を
增
さ
ば
、

皆 

採
摘
し
て
注
と
成
し
、
標
し
て
異
說
と
爲
す
は
、
耳
目
を
昏
す
る
有
り
て
、
披
覽
と
爲
す
こ
と
難
し
（
陸
澄
所
注
班
史
、
多
引
司
馬
遷
之
書
、
若

乃
此
缺
一
言
、
彼
增
半
句
、
皆
採
摘
成
注
、
標
爲
異
說
、
有
昏
耳
目
、
難
爲
披
覽
）」
と
あ
る
。

19　

次
有
好
事
之
子
、
思
廣
異
聞
、
而
才
短
力
微
、
不
能
自
逹
、
庶
憑
驥
尾
、
千
里
絕
羣
。
遂
乃
掇
衆
史
之
異
辭
、
補
前
書
之
所
闕
。
若
裴
松
之
三
國
志
、

陸
澄
・
劉
昭
兩
漢
書
、
劉
彤
晉
紀
、
劉
孝
標
世
說
之
類
是
也
（『
史
通
』
卷
五 
補
注
篇
）。

20　

按
、
三
國
雖
歷
年
不
遠
、
而
事
關
漢
・
晉
、
首
尾
所
涉
、
出
入
百
載
。
注
記
紛
錯
、
每
多
舛
互
。
其
壽
所
不
載
、
事
宜
存
錄
者
、
則
罔
不
畢
取
以
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①
補
其
闕
。
或
同
說
一
事
、
而
辭
有
乖
雜
、
或
出
事
本
異
、
疑
不
能
判
、
並
皆
抄
內
以
備
②
異
聞
。
若
乃
紕
繆
顯
然
、
言
不
附
理
、
則
隨
違
矯
正
以
③

懲
其
妄
。
其
時
事
當
否
、
及
壽
之
小
失
、
頗
以
愚
意
有
所
④
論
辯
（
裴
松
之
「
上
三
國
志
注
表
」）。
な
お
、「
上
三
國
志
注
表
」
は
、
中
華
書
局
本
『
三

國
志
』
の
卷
末
に
所
収
す
る
も
の
に
依
っ
た
。

21　

劉
昭
の
注
に
つ
い
て
は
、『
史
通
』
補
注
篇
に
、「
竊
か
に
惟
ふ
に
、
范
曄
の
後
漢
を
刪
す
る
や
、
簡
に
し
て
且
つ
周
く
、
疏
に
し
て
漏
ら
ず
、
蓋

し
備
は
る
と
云
へ
り
。
而
る
に
劉
昭 

其
の
捐
つ
る
所
を
採
り
、
以
て
補
注
と
爲
し
、
言
は
盡
く
要
に
非
ず
、
事
は
皆 

急
な
ら
ず
（
竊
惟
、
范
曄
之

刪
後
漢
也
、
簡
而
且
周
、
疏
而
不
漏
、
蓋
云
備
矣
。
而
劉
昭
採
其
所
捐
、
以
爲
補
注
、
言
盡
非
要
、
事
皆
不
急
）」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。『
世
說
新
語
』

の
劉
孝
標
注
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
劉
孝
標
注
に
お
け
る
「
史
」
の
方
法
」（『
三
国
志
研
究
』
一
一
、
二
〇
一
六
年
、『「
古
典

中
国
」
に
お
け
る
小
説
と
儒
敎
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
に
所
収
）
を
参
照
。

22　

而
①
後
世
好
事
者
、
因
取
奇
言
・
怪
語
、
附
著
之
朔
。
故
詳
錄
焉
。﹇
師
古
曰
、
言
此
傳
所
以
詳
錄
朔
之
辭
語
者
、
爲
俗
人
多
以
奇
異
妄
附
於
朔
故
耳
。

②
欲
明
傳
所
不
記
、
皆
非
其
實
也
。
而
③
今
之
爲
漢
書
學
者
、
猶
更
取
他
書
雜
說
、
假
合
東
方
朔
之
事
、
以
博
異
聞
。
良
可
歎
矣
。
他
皆
類
此
。﹈（『
漢

書
』
卷
六
十
五 

東
方
朔
傳
贊
注
）。
な
お
、
こ
れ
以
降
、
本
文
と
共
に
顏
師
古
注
を
引
用
す
る
際
に
は
、﹇　

﹈
内
に
顏
師
古
の
注
を
入
れ
て
本
文
と

区
別
す
る
。

23　

こ
う
し
た
顏
師
古
の
注
釈
方
法
の
背
景
に
は
、
西
晉
の
杜
預
が
、『
春
秋
左
氏
傳
』
の
内
容
に
依
拠
し
て
『
春
秋
左
氏
傳
』
を
解
釈
し
た
據
傳
解

經
法
の
影
響
も
あ
る
。
杜
預
の
據
傳
解
經
法
に
つ
い
て
は
、
加
賀
栄
治
『
中
国
古
典
解
釈
史
』
魏
晉
篇
（
勁
草
書
房
、
一
九
六
四
年
）
を
参
照
。

24　

敦
煌
か
ら
出
土
し
て
い
る
蔡
謨
『
漢
書
集
解
』
に
つ
い
て
は
、
洲
脇
武
志
「
顔
師
古
校
注
『
漢
書
』
と
敦
煌
本
『
漢
書
集
解
』」（『
中
国
学
の
新

局
面
』
日
本
中
国
学
会
、
二
〇
一
二
年
、『
漢
書
注
釈
書
研
究
』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

25　

池
田
昌
広
「
唐
代
に
お
け
る
『
漢
書
』
顔
師
古
本
の
普
及
に
つ
い
て

―
『
史
記
索
隠
』『
史
記
正
義
』
を
例
と
し
て
」（『
京
都
産
業
大
学
論
集
』

人
文
科
学
系
列
四
六
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
が
蔡
謨
の
『
漢
書
集
解
』
に
代
わ
っ
て
通
行
本
と
な
っ
た
時
期
を
盛
唐
の
こ
ろ

と
す
る
。
ま
た
、
洲
脇
武
志
「
姚
察
『
漢
書
訓
纂
』
と
そ
の
受
容
」（『
東
洋
文
化
』
一
一
三
、
二
〇
一
六
年
）
は
、『
史
記
索
隱
』『
史
記
正
義
』
の
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成
立
時
に
お
い
て
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
が
絶
対
的
な
権
威
を
持
ち
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

26　
『
後
漢
書
』
列
傳
七
十
四 

列
女
傳
に
、「
時
に
漢
書 

始
め
て
出
で
、
多
く
未
だ
能
く
通
ず
る
者
あ
ら
ざ
れ
ば
、
同
郡
の
馬
融
、
閣
下
に
伏
し
、
昭

よ
り
讀
を
受
く
（
時
漢
書
始
出
、
多
未
能
通
者
、
同
郡
馬
融
、
伏
於
閣
下
、
從
昭
受
讀
）」
と
あ
る
。

27　
『
三
國
志
』
卷
五
十
九 

吳
主
五
子 

孫
登
傳
に
、「（
孫
）
權 

登
に
漢
書
を
讀
ま
せ
、
近
代
の
事
を
習
ひ
知
ら
し
め
ん
と
欲
し
、
張
昭
に
師
法
有
る
も
、

煩
を
重
ね
之
を
勞
は
し
む
を
以
て
、
乃
ち
（
張
）
休
を
し
て
昭
よ
り
讀
を
受
け
、
還
り
て
以
て
登
に
授
け
し
む
（〈
孫
〉
權
欲
登
讀
漢
書
、
習
知
近

代
之
事
、
以
張
昭
有
師
法
、
重
煩
勞
之
、
乃
令
〈
張
〉
休
從
昭
受
讀
、
還
以
授
登
）」
と
あ
る
。

28　

凡
舊
注
是
者
、
則
無
間
然
、
①
具
而
存
之
、
以
示
不
隱
。
其
有
指
趣
略
擧
、
結
約
未
伸
、
②
衍
而
通
之
、
使
皆
備
悉
。
至
於
詭
文
・
僻
見
、
越
理
・

亂
眞
、
③
匡
而
矯
之
、
以
祛
惑
蔽
。
若
汎
說
非
當
、
蕪
辭
競
逐
、
苟
出
異
端
、
徒
爲
煩
宂
、
祗
穢
篇
籍
、
蓋
④
無
取
焉
。
舊
所
闕
漏
、
未
嘗
解
說
、
普

更
⑤
詳
釋
、
無
不
洽
通
。
上
考
典
謨
、
旁
究
蒼
雅
、
非
苟
臆
說
、
皆
有
援
據
（
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」）。

29　

張
立
兵
「
顔
師
古
与
《
五
経
正
義
》
的
編
撰
発
微
」（『
孔
子
研
究
』
二
〇
一
三
―
五
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
顏
師
古
は
「
五
經
正
義
」
の
完
成
ま

で
は
、
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
。
な
お
、「
五
經
正
義
」
に
つ
い
て
は
、
野
間
文
史
『
五
経
正
義
の
研
究

―
そ
の
成
立
と
展
開
』（
研

文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

30　

た
と
え
ば
、
地
理
志
の
注
で
は
、
僞
古
文
『
尙
書
』
禹
貢
篇
の
僞
孔
傳
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
鍾
雲
瑞
「《
漢
書
・
地
理
志
》
顔
師
古
注

引
《
尚
書
・
禹
貢
》
研
究
」（『
晋
城
職
業
技
術
学
院
学
報
』
三
九
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

31　

六
藝
殘
欠
、
莫
覩
全
文
、
各
自
名
家
、
揚
鑣
分
路
。
是
以
向
・
歆
・
班
・
馬
・
仲
舒
・
子
雲
所
引
諸
經
、
或
有
殊
異
、
與
近
代
儒
者
、
訓
義
弗
同
、

不
可
追
駮
前
賢
、
妄
指
瑕
纇
、
曲
從
後
說
、
苟
會
扃
塗
。
今
則
各
依
本
文
、
敷
暢
厥
指
、
非
不
考
練
、
理
固
宜
然
（
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」）。

32　

た
と
え
ば
、
司
馬
遷
が
『
史
記
』
に
引
用
す
る
『
論
語
』
が
現
行
の
「
魯
論
」
系
統
と
は
異
な
る
「
古
論
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義

浩
「『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
と
『
孔
子
家
語
』」（『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
二
九
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

33　

大
師
摯
適
齊
、
亞
飯
干
適
楚
、
三
飯
繚
適
蔡
、
四
飯
缺
適
秦
。
鼓
方
叔
入
于
河
、
播
鼗
武
入
于
漢
、
少
師
陽
・
擊
磬
襄
入
于
海
。﹇
孔
曰
、
魯
哀
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公
時
、
禮
壞
樂
崩
、
樂
人
皆
去
﹈（『
論
語
集
解
』
微
子
篇
）。﹇　

﹈
内
は
、
集
解
で
あ
る
が
、
必
要
な
部
分
だ
け
を
掲
げ
た
。

34　

故
書
序
、
①
殷
紂
斷
棄
先
祖
之
樂
、
乃
作
淫
聲
、
用
變
亂
正
聲
、
以
說
婦
人
。﹇
師
古
曰
、
②
今
文
周
書
泰
誓
之
辭
也
。
說
讀
曰
悅
。﹈
③
樂
官
師
瞽
、

抱
其
器
而
犇
散
、
或
適
諸
侯
、
或
入
河
海
。﹇
師
古
曰
、
犇
、
古
奔
字
。
④
論
語
云
、
太
師
摯
適
齊
、
亞
飯
干
適
楚
、
三
飯
繚
適
蔡
、
四
飯
缺
適
秦
。

鼓
方
叔
入
於
河
、
播
鞉
武
入
于
漢
、
少
師
陽
・
擊
磬
襄
入
于
海
。
此
志
所
云
及
古
今
人
表
所
敘
、
皆
謂
是
也
。
云
諸
侯
者
、
追
繫
其
地
、
非
爲
當
時

已
有
國
名
。
而
說
論
語
者
、
乃
以
爲
魯
哀
公
時
、
禮
壞
樂
崩
、
樂
人
皆
去
。
斯
亦
未
允
也
。
⑤
夫
六
經
殘
欠
、
學
者
異
師
、
文
義
兢
馳
、
各
守
所
見
。

而
馬
・
鄭
羣
儒
、
皆
在
班
・
揚
之
後
、
向
・
歆
博
學
、
又
居
王
・
杜
之
前
。
校
其
是
非
、
不
可
偏
據
。
其
漢
書
所
引
經
文
、
與
近
代
儒
家
、
徃
徃
乖
別
、

旣
自
成
義
指
、
卽
就
而
通
之
。
庶
免
守
株
、
以
申
賢
逹
之
意
。
非
苟
越
異
、
理
固
然
也
。
它
皆
類
此
﹈（『
漢
書
』
卷
二
十
二 

禮
樂
志
）。

35　

經
學
に
お
い
て
『
漢
書
』
が
重
要
な
こ
と
は
、
す
で
に
祖
父
の
顏
之
推
が
『
顏
氏
家
訓
』
の
中
で
強
く
主
張
し
て
い
る
。『
顏
氏
家
訓
』
の
特
徴

に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
顔
之
推
の
貴
族
観
と
『
顔
氏
家
訓
』
の
編
纂
意
図
」（
近
刊
）
を
参
照
。

36　

亦
猶
康
成
注
禮
、
與
其
書
・
易
相
偝
、
元
凱
解
傳
、
無
係
毛
・
鄭
詩
文
。
以
類
而
言
、
其
意
可
了
。
爰
自
陳
・
項
、
以
訖
哀
・
平
、
年
載
旣
多
、

綜
緝
斯
廣
。
所
以
紀
・
傳
・
表
・
志
時
有
不
同
、
當
由
筆
削
未
休
、
尙
遺
秕
稗
。
亦
爲
後
人
傳
授
、
先
後
錯
雜
、
隨
手
率
意
、
遂
有
乖
張
。
今
皆
窮

波
討
源
、
搆
會
甄
釋
（
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」）。

37　

堀
池
信
夫
「
鄭
玄
学
の
展
開
」（『
三
国
志
研
究
』
七
、
二
〇
一
二
年
）。

38　

顏
師
古
の
『
漢
書
』
の
文
字
学
、
と
く
に
音
韻
学
に
つ
い
て
は
、
大
島
正
二
「
顔
師
古
漢
書
音
義
の
研
究
」（『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
七

―
一
、
一
九
―
四
、
一
九
六
九
、
七
一
年
）・「
顔
師
古
漢
書
音
義
韻
類
考
」（『
言
語
研
究
』
五
九
、
一
九
七
一
年
）、
万
献
初
「
顔
師
古
《
漢
書
注
》

音
義
研
究
綜
論
」（『
古
籍
整
理
研
究
学
刊
』
二
〇
一
〇
―
六
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

39　

漢
書
舊
文
、
多
有
古
字
。
解
說
之
後
、
屢
經
遷
易
、
後
人
習
讀
、
以
意
刊
改
。
傳
寫
旣
多
、
彌
更
淺
俗
。
今
則
曲
覈
古
本
、
歸
其
眞
正
、
一
徃
難

識
者
、
皆
從
而
釋
之
（
顏
師
古
「
漢
書
敍
例
」）。

40　

常
以
十
倍
之
地
・
百
萬
之
軍
、
仰
關
而
攻
秦
。﹇
師
古
曰
、
秦
之
地
形
高
、
而
諸
侯
之
兵
、
欲
攻
關
中
者
皆
仰
嚮
。
故
云
仰
關
也
。
今
流
俗
書
本
、
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仰
字
作
叩
、
非
也
。﹈（『
漢
書
』
卷
三
十
一 

陳
勝
項
籍
傳
）。

41　
『
論
語
』
陽
貨
第
十
七
に
、「
宰
我
問
ふ
、「
三
年
の
喪
は
期
に
し
て
已
に
久
し
。
君
子 

三
年 

禮
を
爲
さ
ず
ん
ば
、
禮 

必
ず
壞や
ぶ

れ
ん
。
三
年 

樂
を

爲
さ
ず
ん
ば
、
樂 

必
ず
崩
れ
ん
。
舊
穀 

旣
に
沒つ

き
、
新
穀 

旣
に
升み
の

る
。
燧す
い

を
鑚き

り
て
火
を
改
む
。
期
に
し
て
可
な
る
の
み
」
と
。
子
曰
く
、「
夫
の

稻
を
⻝
ら
ひ
、
夫
の
錦
を
衣
る
。
女
に
於
て
安
き
か
」
と
。
曰
く
、「
安
し
」
と
。「
女 

安
く
ん
ば
則
ち
之
を
爲
せ
。
夫
れ
君
子
の
喪
に
居
る
や
、
旨う
ま

き
を
⻝
ら
ふ
も
甘う
ま

か
ら
ず
、
樂
を
聞
く
も
樂
し
か
ら
ず
、
居
處 

安
か
ら
ず
、
故
に
爲
さ
ざ
る
な
り
。
今 

女 

安
く
ん
ば
則
ち
之
を
爲
せ
」
と
。
宰
我 

出
づ
。
子
曰
く
、「
予
の
不
仁
な
る
や
。
子 

生
ま
れ
て
三
年
、
然
る
後
に
父
母
の
懷
を
免ま
ぬ
かる
。
夫
れ
三
年
の
喪
は
天
下
の
通
喪
な
り
。
予
や
三
年
の

愛
を
其
の
父
母
に
有
ら
ん
か
」
と
（
宰
我
問
、
三
年
之
喪
期
已
久
矣
。
君
子
三
年
不
爲
禮
、
禮
必
壞
。
三
年
不
爲
樂
、
樂
必
崩
。
舊
穀
旣
沒
、
新
穀

旣
升
。
鑚
燧
改
火
、
期
可
已
矣
。
子
曰
、
⻝
夫
稻
、
衣
夫
錦
。
於
女
安
乎
。
曰
、
安
。
女
安
則
爲
之
。
夫
君
子
之
居
喪
、
⻝
旨
不
甘
、
聞
樂
不
樂
。

居
處
不
安
。
故
不
爲
也
。
今
女
安
則
爲
之
。
宰
我
出
。
子
曰
、
予
之
不
仁
也
。
子
生
三
年
、
然
後
免
於
父
母
之
懷
。
夫
三
年
之
喪
、
天
下
之
通
喪
也
。

予
也
有
三
年
之
愛
於
其
父
母
乎
）」
と
あ
る
。

42　

以
下
、
服
大
紅
十
五
日
、
小
紅
十
四
日
、
纖
七
日
、
釋
服
。﹇
①
服
虔
曰
、
皆
當
言
大
功
・
小
功
也
。
纖
、
細
布
衣
也
。
②
應
劭
曰
、
紅
者
、
小
祥
・

大
祥
以
紅
爲
領
緣
。
纖
者
、
禫
也
。
凡
三
十
六
日
而
釋
服
矣
。
此
以
日
易
月
也
。
③
晉
灼
曰
、
漢
書
例
以
紅
爲
功
也
。
師
古
曰
、
紅
與
功
同
。
服
・

晉
二
說
是
也
。
此
喪
制
者
、
④
文
帝
自
率
己
意
、
創
而
爲
之
、
非
有
取
於
周
禮
也
。
何
爲
以
日
易
月
乎
。
三
年
之
喪
、
其
實
二
十
七
月
、
豈
有
三
十

六
月
之
文
。
禫
又
無
七
月
也
。
應
氏
旣
失
之
於
前
。
而
⑤
近
代
學
者
、
因
循
謬
說
、
未
之
思
也
。﹈（『
漢
書
』
卷
四 

文
帝
紀
）。

43　

以
下
の
應
劭
説
・
顏
師
古
説
も
含
め
、
洲
脇
武
志
「
漢
の
文
帝
遺
詔
と
短
喪
制
の
行
方
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
一
、
二
〇
〇
九
年
、『
漢
書

注
釈
書
研
究
』
前
掲
に
所
収
）
に
よ
る
。

44　

渡
邉
義
浩
「
後
漢
に
お
け
る
礼
と
故
事
」（『
両
漢
に
お
け
る
易
と
三
礼
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、『
後
漢
に
お
け
る
「
儒
敎
国
家
」
の
成
立
』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
に
所
収
）
を
参
照
。

45　

渡
邉
義
浩
「
杜
預
の
諒
闇
説
と
皇
位
継
承
問
題
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
四
、
二
〇
〇
五
年
、『
西
晉
「
儒
敎
国
家
」
と
貴
族
制
』
前
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掲
に
所
収
）
を
参
照
。

46　

自
華
以
西
、
名
山
七
、
名
川
四
。
曰
、
華
山
。
薄
山
。
薄
山
者
、
襄
山
也
。﹇
師
古
曰
、
說
者
云
薄
山
在
河
東
。
一
曰
在
潼
關
北
十
餘
里
。
而
此

志
云
自
華
以
西
者
、
則
今
閺
郷
之
南
山
連
延
西
出
、
並
得
華
山
之
名
。﹈
岳
山
。
岐
山
。
吳
山
。
鴻
冢
。
瀆
山
。
瀆
山
、
蜀
之
岷
山
也
。﹇
師
古
曰
、

①
周
禮
職
方
氏
、
雍
州
、
其
山
曰
岳
。
①
爾
雅
亦
云
、
河
西
曰
岳
。
說
者
咸
云
、
岳
卽
吳
岳
也
。
今
志
有
岳
、
又
有
吳
山
、
則
吳
岳
非
一
山
之
名
、
但

未
詳
岳
之
所
在
耳
。
②
徐
廣
云
、
岳
山
在
武
功
。
據
③
地
理
志
、
武
功
但
有
垂
山
、
無
岳
山
也
。
岐
山
卽
在
今
之
岐
山
縣
、
其
山
兩
岐
、
俗
呼
爲
箭
括
嶺
。

吳
山
在
今
隴
州
吳
山
縣
。
鴻
冢
、
釋
在
下
。
岷
山
在
湔
氐
道
。﹈（『
漢
書
』
卷
二
十
五
上 

郊
祀
志
上
）。

47　

自
華
以
西
、
名
山
七
、
名
川
四
。
曰
、
華
山
。
薄
山
。
薄
山
者
、
衰
山
也
。﹇
徐
廣
曰
、
蒲
阪
縣
有
襄
山
、
或
字
誤
也
﹈。
岳
山
。﹇
徐
廣
曰
、
武

功
縣
有
大
壺
山
、
又
有
岳
山
。﹈。
岐
山
。
吳
岳
。﹇
徐
廣
曰
、
在
汧
也
。﹈。
鴻
冢
。
瀆
山
。
瀆
山
、
蜀
之
汶
山
（『
史
記
集
解
』
卷
二
十
八 

封
禪
書
）。

48　

春
秋
文
成
數
萬
、
其
指
數
千
。﹇
張
晏
曰
、
春
秋
萬
八
千
字
。
當
言
減
、
而
云
成
、
字
誤
也
。
師
古
曰
、
張
說
非
也
。
一
萬
之
外
卽
以
萬
言
之
。

故
云
數
萬
。
何
乃
忽
言
減
乎
。
學
者
又
爲
曲
解
、
云
公
羊
經
傳
凡
四
萬
四
千
餘
字
、
尤
疏
謬
矣
。
史
遷
豈
謂
公
羊
之
傳
爲
春
秋
乎
。﹈（『
漢
書
』
卷

六
十
二 

司
馬
遷
傳
）。

49　

春
秋
文
成
數
萬
、
其
指
數
千
。﹇
張
晏
曰
、
春
秋
萬
八
千
字
。
當
言
減
、
而
云
成
數
、
字
誤
也
。
駰
謂
、
太
史
公
此
辭
、
是
述
董
生
之
言
。
董
仲

舒
自
治
公
羊
春
秋
、
公
羊
經
傳
、
凡
有
四
萬
四
千
餘
字
。
故
云
文
成
數
萬
也
。
不
得
如
張
議
、
但
論
經
萬
八
千
字
、
便
謂
之
誤
﹈。（『
史
記
集
解
』

卷
一
百
三
十 

太
史
公
自
序
）。

50　

顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
に
先
行
す
る
顏
遊
秦
の
『
漢
書
決
疑
』
に
つ
い
て
は
、
王
鑫
義
、
大
櫛
敦
弘
・
遠
藤
隆
俊
（
訳
）「
顔
遊
秦
『
漢
書
決
疑
』

佚
文
と
顔
師
古
『
漢
書
注
』
と
の
比
較
検
討
」（『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
』
人
文
科
学
五
五
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

51　

な
お
、
顏
師
古
の
『
漢
書
』
注
に
対
す
る
王
念
孫
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
程
艷
梅
「《
読
書
雑
誌
》
所
糾
顔
師
古
《
漢
書
注
》
訛
誤
類
型
挙
隅
」（『
山

東
省
青
年
管
理
幹
部
学
院
学
報
』
一
二
三
、
二
〇
〇
六
年
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

52　
（
姚
）
珽
嘗
以
、
其
曾
祖
察
所
撰
漢
書
訓
纂
、
多
爲
後
之
注
漢
書
者
隱
沒
名
氏
、
將
爲
己
說
。
珽
乃
撰
漢
書
紹
訓
四
十
卷
、
以
發
明
舊
義
、
行
於
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代
（『
舊
唐
書
』
卷
一
百
五
十 

姚
璹
傳
附
姚
珽
傳
）。

53　

眭
弘
字
孟
、
魯
國
蕃
人
也
。﹇
師
古
曰
、
眭
音
息
隨
反
。
今
河
朔
尙
有
此
姓
、
音
・
字
皆
然
。
而
韋
昭
・
應
劭
並
云
音
桂
、
非
也
。
今
有
炅
姓
、

乃
音
桂
耳
。
漢
之
炔
欽
、
又
不
作
眭
字
、
寧
可
混
糅
將
爲
一
族
。
又
近
代
學
者
、
旁
引
炅
氏
譜
、
以
相
附
著
。
私
譜
之
文
、
出
於
閭
巷
、
家
自
爲
說
、

事
非
經
典
。
苟
引
先
賢
、
妄
相
假
託
、
無
所
取
信
、
寧
足
據
乎
。
…
…
﹈（『
漢
書
』
卷
七
十
五 

眭
弘
傳
）。

54　

魏
晉
南
北
朝
期
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
「
古
譜
」
に
つ
い
て
は
、
多
田
秋
五
郎
「
古
譜
の
研
究
」（『
東
洋
史
学
論
集
』
第
四
、
不
昧
堂
書
店
、
一

九
五
九
年
、『
中
国
宗
譜
の
研
究
』
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
八
一
年
に
所
収
）
を
参
照
。

55　

貞
觀
氏
族
譜
に
つ
い
て
は
、
池
田
温
「
唐
朝
氏
族
志
の
一
考
察

―
い
わ
ゆ
る
敦
煌
名
族
志
残
巻
を
め
ぐ
っ
て
」（『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』

一
三
―
二
、
一
九
六
五
年
、『
唐
史
論
攷

―
氏
族
制
と
均
田
制
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。
ま
た
、
こ
う
し
て
皇
帝
権
力
に

よ
り
国
家
的
身
分
制
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
貴
族
制
を
表
現
す
る
氏
族
譜
に
対
し
て
、
本
来
的
な
貴
族
の
あ
り
方
か
ら
の
反
発
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
渡
邉
義
浩
「
中
国
貴
族
制
と
封
建
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
九
―
一
、
二
〇
一
〇
年
、『
西
晋
「
儒
敎
国
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書
院
、
二
〇

一
〇
年
に
所
収
）
を
参
照
。

56　

蕭
望
之
字
長
倩
、
東
海
蘭
陵
人
也
。﹇
師
古
曰
、
①
近
代
譜
諜
、
妄
相
託
附
、
乃
云
望
之
、
蕭
何
之
後
、
追
次
昭
穆
。
②
流
俗
學
者
、
共
祖
述
焉
。

但
酇
侯
漢
室
宗
臣
、
功
高
位
重
、
子
孫
胤
緖
、
具
詳
表
・
傳
。
長
倩
鉅
儒
逹
學
、
名
節
並
隆
、
博
覽
古
今
、
能
言
其
祖
。
市
朝
未
變
、
年
載
非
遙
、

長
老
所
傳
、
耳
目
相
接
。
若
其
實
承
何
後
、
史
傳
寧
得
弗
詳
。
漢
書
旣
不
敍
論
、
後
人
焉
所
取
信
。
不
然
之
事
、
斷
可
識
矣
。﹈（『
漢
書
』
卷
七
十

八 

蕭
望
之
傳
）。

57　

高
祖
武
皇
帝
諱
衍
、
字
叔
逹
、
小
字
練
兒
、
南
蘭
陵
中
都
里
人
、
①
漢
相
國
何
之
後
也
。
何
生
酇
定
侯
延
、
延
生
侍
中
彪
、
彪
生
公
府
掾
章
、
章

生
皓
、
皓
生
仰
、
仰
②
生
〔
太
子
〕
太
傅
望
之
、
望
之
生
光
祿
大
夫
育
、
…
…
道
賜
生
皇
考
諱
順
之
。
齊
高
帝
族
弟
也
（『
梁
書
』
卷
一 

武
帝
紀
上
）。

中
華
書
局
本
に
よ
り
、「
太
子
」
の
二
字
を
補
っ
た
。

58　

齊
・
梁
の
皇
族
で
あ
る
蕭
子
顯
が
著
し
た
『
南
齊
書
』
卷
一 

高
帝
紀
上
に
も
、「
太
祖
高
皇
帝 

諱
は
道
成
、
字
は
紹
伯
、
姓
は
蕭
氏
、
小
字
は
鬪
將
、
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漢
の
相
國
た
る
蕭
何
の
二
十
四
世
孫
な
り
。
…
…
仰 

御
史
大
夫
の
望
之
を
生
み
、
望
之 

光
祿
大
夫
の
育
を
生
み
、
…
…
皇
考
を
生
む
（
太
祖
高
皇

帝
諱
道
成
、
字
紹
伯
、
姓
蕭
氏
、
小
字
鬪
將
、
漢
相
國
蕭
何
二
十
四
世
孫
也
。
…
…
仰
生
御
史
大
夫
望
之
、
望
之
生
光
祿
大
夫
育
、
…
…
生
皇
考
）」

と
あ
る
。

59　
『
北
齊
書
』
卷
二
十
四 

杜
弼
傳
。
な
お
、
こ
う
し
た
皇
帝
権
力
に
よ
る
文
化
的
価
値
基
準
の
収
斂
が
文
化
の
専
有
に
よ
る
名
声
を
存
立
基
盤
と
す

る
貴
族
へ
の
対
抗
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
所
有
と
文
化

―
中
国
貴
族
制
研
究
へ
の
一
視
角
」（『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
一
八
、

二
〇
〇
三
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。

60　

李
広
健
「《
漢
書
》
顔
注
与
貞
観
朝
儲
位
之
争
」（『
新
史
学
』
八
―
一
、
一
九
九
七
年
）。
な
お
、
太
宗
李
世
民
と
李
建
成
と
の
対
立
に
お
い
て
も
、

書
籍
の
編
纂
と
い
う
文
化
事
業
は
帝
位
争
い
の
手
段
と
さ
れ
て
い
た
。
大
渕
貴
之
「『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
六
二
、
二
〇

一
〇
年
、『
唐
代
勅
撰
類
書
初
探
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

61　

羅
香
林
『
唐
顔
師
古
先
生
籒
年
譜
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
五
四
年
）
に
依
る
。

62　

師
古
曰
、
中
古
以
來
、
說
地
理
者
多
矣
。
或
解
釋
經
典
、
或
撰
述
方
志
、
競
爲
新
異
、
妄
有
穿
鑿
、
安
處
（
互
）〔
附
〕
會
、
頗
失
其
眞
。
後
之

學
者
、
因
而
祖
述
、
曾
不
考
其
謬
論
、
莫
能
尋
其
根
本
。
今
並
不
錄
、
蓋
無
尤
焉
（『
漢
書
』
卷
二
十
八
上 

地
理
志
上
）。
慶
元
本
『
漢
書
』
に
よ
り

「
互
」
を
「
附
」
に
改
め
る
。
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A Loyal Servant of Ban Mengjian: A Return from 
“History” to “Canonical Text”

to Be Seen in Yan Shigu’s Commentary on the 
Hanshu

by Yoshihiro Watanabe

Yan Shigu 顏師古 endeavoured to interpret the contents of the Hanshu 嘆書 

within the confines of the Hanshu itself, and he was critical of the citing of 

alternative views from other works apart from canonical texts and works about 

philology. The Hanshu had originally been composed as a successor to the 

Shangshu 尚書, and Yan Shigu added annotations on the basis of the methodology 

of canonical studies, regarding the text of the Hanshu as the absolute. Further, 

by adding annotations to the Hanshu, Yan Shigu sought to supplement this 

“canonical text” (jing 經). By reverting from annota- tions based on the methods 

of “history” to annotations based on the methods of “canonical texts,” Yan Shigu 

sought to enhance the legitimacy of the Hanshu as an “of ficial histor y” of the 

state. He also pointed out not only errors committed by Pei Songzhi 裴松之, who 

had founded the “historical” method, but also those in his son Pei Yin’s 裴駰 Shiji 

jijie 史記集解, and he thereby dealt a blow to the historical studies that had 

constituted the family scholarship of the Pei clan of Hedong 河東. Yan Shigu also 

rejected the genealogical studies that had ser ved as the grounds for the 

legitimiza- tion of Wudi 武帝 in the Liangshu 梁書 by the Yao 姚 clan of Wuxing 

呉興, whose family scholarship was likewise centred on historical studies. This 

was done in order to criticize the genealogical studies of the Southern Dynasties, 

which had served as an obstacle to the acceptance of the Zhenguan shizu pu 貞觀
氏族譜. Yan Shigu further criticized geographical works such as the Kuodi zhi 括
地志, which Li Tai 李泰, who was hostile towards the heir apparent Li Chengqian 

李承乾, had had compiled, and he thus sought to denigrate the merits of its 



ii

compilation.

Yan Shigu added annotations to the Hanshu in its capacity as a work that 

both firmly established the position of “histor y” and also guaranteed the 

legitimacy of the Yan clan, which was responsible for this, and of their patron, the 

heir apparent Li Chengqian. The Hanshu , which thus had i ts existence 

guaranteed by “canonical texts,” not only advanced the transformation of the Han 

period into “classical China” during the Tang but also came to be long read as a 

work of history that conveyed a picture of this “classical China.”


